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谷あいの田んほで

全校児童と

親たちが田植え

6月12日、 中野小学校では全校児童と親たちが一緒にな って、田植えをしま

した。

この田植えは、勤労生産学習の一環として、もち米作りを行うことになり、

親たちの協力を得て行ったものです。

借り 受けた田んぱは、しばらく耕作していなかったので、一苦労されたよう

です。

児童たちは、代かきされた田んばに入り、ひとにぎりづつの苗が配られると、

張られた縄に沿って苗を植えていきました。

秋には収穫祭、来年の 1月には、もちつき大会が計画されています。
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コンクリートブロ ックをよじ登るカエル

大
谷
久
保
部
落
の
上
郷

城
池
の
カ
エ
ル
は
、
四
・

五
年
前
か
ら
移
動
す
る
こ

と
が
確
認
さ
れ
て
お
り
、

地
域
の
話
題
と
な

っ
て
い

ま
す
。
今
年
も
五
月
八
日
以
後、

一
週
間
に
わ
た
り
雨
の
日

に
は
一
日
に
数
千
匹
の
カ

エ
ル
が
町
道
を
横
断
し
、

山
林
や
畑

へ
移
動
し
て
い

ぎ
ま
し
た
。

こ
の
池
は
、
約
千
平
方

メ
ー
ト
ル
の
農
業
用
で
、

八
日
の
朝
、
近
く
の
農
業

大
田
恒
さ
ん
が
、
カ
エ
ル

の
大
群
が
池
の
横
に
あ
る

町
道
を
渡
っ
て
い
る
の
を

見
つ
け
ま
し
た
。

体
長
一
セ
ソ
チ
ほ
ど
の
小
さ
な
力

”
エ
ル
が
、
路
上
に
黒
い
点
と
な
り
無

数
に
広
が
っ
て
移
動
し
ま
す
。

道
路
に
上
が
る
ま
で
に
は
、
高
さ

三
メ
ー
ト
ル

の
コ
ソ
ク
リ
ー
ト
ブ
ロ
ッ

大
谷
小
学
校
は
五
月
二
十
四
日
に

全
校
児
童
が
、
プ
ー
ル
で
飼
っ
て
い

た
錦
鯉
約
百
五
十
匹
を
近
く
の
大
谷

川
に
放
流
し
ま
し
た
。

当
日
放
流
さ
れ
た
錦
鯉
は
、
昨
年

の
十
月
に
プ
ー
ル
に
放
ち
、
時
々
エ

サ
を
与
え
大
切
に
飼

っ
て
い
た
も
の

で
、
約
十
五
セ
ソ
チ
か
ら
三
十
セ
ソ

チ
に
成
長
し
て
い
ま
し
た
。

児
童
た
ち
は
プ
ー
ル
の
水
が
少
な

く
な
る
と
、
ア
ミ
や
バ
ケ
ッ
、
テ
ミ

等
を
使
い
、
鯉
を
す
く
い
上
げ
、
プ
ー

ル
の
外
に
用
意
さ
れ
た
水
槽
に
次
々

大谷川に錦鯉を放流する児童たち

玄
臼
旧
起
国
国
送
図
臼

（
大
谷
小
学
校
）

数万匹のカエルが引っ越し

ク
積
を
よ
じ
登
り
ま
す
が
、
こ
の
姿

に
は
感
心
さ
せ
ら
れ
る
と
同
時
に
、

な
ぜ
移
動
す
る
の
か
地
域
の
人
を
不

思
議
が
ら
せ
て
い
ま
す
。

道路を横断するカエル

地て のお

門塁〗‘カラスの被害多発昌:〗
移スす
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今他 ら‘ よ落‘ きスの駆り日月の °物辺
まの れ数るな予 まを結除 ‘ま ニメ ヘに

に
移
し
て
い
き
ま
し
た
。

ま
た
、
当
日
は
プ
ー
ル
の
清
掃
も

合
わ
せ
て
行
い
ま
し
た
。
児
童
た
ち

は
た
わ
し
等
を
使
い
、
プ
ー
ル
の
底

に
つ
い
た
一
年
間
の
ア
カ
を
落
と
し

ま
し
た
。
プ
ー
ル
の
鯉
が
全
部
水
槽

に
移
さ
れ
る
と
、
バ
ケ
ツ
で
近
く
の

大
谷
川
に
運
び
三
カ
所
に
分
け
て
放

流
し
ま
し
た
。

な
お
、
大
谷
小
学
校
で
は
平
成
元

年
度
か
ら
毎
年
鯉
を
放
流
し
て
い
ま

す
。こ
の
行
事
が
終
わ
り
ま
す
と
児
童

な
ぜ
木
に
花
が
あ
る

石
に
火
が
あ
る

風
に
期
待
し
て
不
思
議
は
な
いヽ

（
町
長）
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平成 4年 3月の完成 Hざし
着々進む久下トンネル

" 、----4-‘ヽ・芦2
事故防止のため入口にはドアが取付けられている

厨

建
設
省
大
洲
工
事
事

務
所
が
久
下
で
工
事
を

進
め
て
い
る
、
国
道

一

九
七
号
「
鹿
野
川
道
路
」

の
久
下
ト
ソ
ネ
ル
（
延

長
九
百
十
メ
ー
ト
ル
）

は
、
六
月
四
日
現
在
、

久
下
の
入
り
口
よ
り
四

百
二
十
メ
ー
ト
ル
の
地

点
ま
で
、
堀
り
進
め
ら

れ
て
お
り
、
平
成
四
年

三
月
の
完
成
を
目
ざ
し

順
調
に
進
ん
で
い
ま
す
。

こ
の
久
下
ト
ソ
ネ
ル

ナ

ト

ム

は、

N
A
T
M
工
法
を

採
用
、
二
車
線
片
側
歩

道
の
全
幅
九
・
ニ
五
メ
ー

ト
ル
の
ト
ソ
ネ
ル
で
、

工
費
は
約
二
十
億
円
で

進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

現
地
で
は
、
毎
日
約
三
メ
ー
ト
ル

程
が
堀
り
進
め
ら
れ
て
お
り
、
そ
の

堀
削
土
量
は
、
二
百
か
ら
三
百
立
方

メ
ー
ト
ル
に
も
な

り
ま
す
。
一
方
、
大
地
ト

ソ
ネ
ル
（
千
三
百

三
十
七
メ
ー
ト
ル
）

は
、
す
べ
て
の
エ

事
を
完
了
さ
せ
、

年
内
に
供
用
開
始

さ
れ
る
予
定
で
す
。

な
お
、
鹿
野
川

ダ
ム
ロ
か
ら
新
大

谷
橋
ま
で
の
間
は
、

平
成
五
年
三
月
に

供
用
開
始
の
予
定

で
、
そ
の
他
の
エ

事
も
順
調
に
進
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

長命寺に6地蔵建立 入口より420mの地点

い
ざ
と
い
う
と
き
の

0
国
保
税
は
、

安
心
料

皆
さ
ん
か
ら
納
め
て
い
た
だ
い
た

国
保
税
は
、
国
や
県
か
ら
の
補
助
金

と
合
わ
せ
て
、
医
療
費
を
は
じ
め
、

子
供
が
生
ま
れ
た
時
、
ま
た
死
亡
さ

れ
た
時
な
ど
の
給
付
に
あ
て
ら
れ
ま

す。
国
保
税
は
お
互
い
の
健
康
を
守
る

大
切
な
財
源
な
の
で
す
。

肱
川
町
で
は
平
成
二
年
度
も
、
皆

さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
に
よ
っ
て

国
保
税
収
納
率
が
百
パ
ー
セ
ソ
ト
と

な
り
ま
し
た
。

そ
の
た
め
、
収
納
率
確
保
と
し
て

国
か
ら
六
百
万
円
の
特
別
補
助
金
を

受
け
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
は
、
被
保

険
者
の
高
齢
化
、
ま
た
医
療
技
術
の

こ
の
ほ
ど
、
長
命
寺
の
山
門
横
に

六
地
蔵
が
建
立
さ
れ
、
四
月
二
十
八

日
に
開
眼
供
養
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
六
地
蔵
は
、
檀
家
の
寄
付
に

よ
り
建
立
さ
れ
た
も
の
で
す
。

長
命
寺
は
、
天
正
九
年
に
三
龍
城

の
岩
本
将
監
の
菩
堤
寺
と
し
て
建
立

さ
れ
た
と
言
わ
れ
る
古
く
か
ら
の
寺

で
す
が
、
今
日
ま
で
地
蔵
は
建
立
さ

れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

仏
教
で
は
、
人
間
の
い
る
場
所
を

し
ゅ
ら

地
獄
・
餓
鬼
・
畜
生
・
修
羅
・
人
・

天
と
い
う
六
つ
の
世
界
で
考
え
ま
す
。

こ
の
六
つ
の
世
界
の
ど
こ
に
い
て
も
、

お
地
蔵
さ
ん
は
ぎ
て
く
だ
さ
り
、
そ

山門の横に建立された六地蔵

高
度
化
に
伴
っ
て
年
々
増
大
す
る
医

療
費
の
貴
重
な
財
源
と
な
り
、
国
保

税
に
も
反
映
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま

す。
今
後
と
も
、
一
層
の
ご
協
力
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

0
高
額
医
療
費
の
対
象
額
が
変
わ
り

ま
す
。

同
月
内
に
同

一
の
医
療
機
関
で
治

療
を
う
け
、
自
己
負
担
分
（
三
割
、

退
職
者
医
療
は
二
割
）
が
次
の
金
額

を
超
え
た
時
に
は
、
そ
の
差
額
が
高

額
療
養
費
と
し
て
支
給
さ
れ
ま
す
。

（
五
月
診
療
分
か
ら
）

一
、
六
万
円
以
上

（
旧
五
万
七
千
円
以
上
）

非
課
税
世
帯
―
―
―
万
三
千
六
百
円
以

上
（
旧
三
万
一
千
八
百
円
）

こ
で
苦
し
ん
で
い
る
も
の
に
、
救
い

の
手
を
さ
し
の
べ
て
く
だ
さ
る
と
い

う
の
が
、
こ
の
ほ
ど
建
立
さ
れ
た
六

地
蔵
で
す
。

み
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国
民
健
康
保
険

平
成
二
年
度
回
保
税
収
納
率
百
パ
ー
セ
ン
ト
を
違
成

二
、
十
ニ
ヶ
月
以
内
に
既
に
三
回
以

上
の
高
額
療
養
費
を
受
け
て
し
る

世
帯
に
つ
い
て
は
、
自
己
負
担
限

度
額
を
三
万
四
千
八
百
円
（
旧
三

万
三
千
円
）
、
非
課
税
世
帯
に
あ
っ

て
は
二
万
三
千
四
百
円
（
旧
二
万

二
千
二
百
円
）
と
な
り
ま
す
。

人
生
八
十
年
時
代
を
迎
え
、
ま
す

ま
す
進
む
高
齢
化
社
会
に
向
け
て
、

こ
れ
か
ら
の
老
後
生
活
の
問
題
は
、

＼
社
会
全
体
で
考
え
、
お
互
い
に

助
け
合
っ
て
い
く
必
要
が
あ
り

し
ま
す
。

合ナ・̀ 
助
国
民
年
金
な
ど
公
的
年
金
は
、

の
老
後
生
活
の
所
得
と
し
て
欠
か

代
す
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

世
若
い
世
代
が
保
険
料
を
負
担

と
し
て
お
年
寄
り
の
世
代
を
支
え
、

代
自
分
た
ち
が
年
を
と
っ
た
と
き

世
は
、
次
の
世
代
の
人
々
に
よ
っ

ょI’
て
支
え
て
も
ら
う
と
い
う
、
い

わ
ゆ
る
「
世
代
と
世
代
の
助
け

度

い
」
の
し
く
み
で
す
。

制

若
い
と
き
か
ら
国
民
年
金
や

金
合厚

生
年
金
な
ど
に
加
入
し
、
保

年険
料
を
納
め
る
こ
と
は
、
今
の
時
代

の
お
年
寄
り
を
支
え
る
だ
け
で
な
く
、

自
分
た
ち
の
老
後
の
生
活
を
確
か
な

も
の
に
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
、
国
民
年
金
な
ど
の

公
的
年
金
が
安
心
し
て
頼
れ
る
制
度

で
あ
る
た
め
に
、
年
金
制
度
を
正
し

く
理
解
し
、
若
い
と
き
か
ら
し
っ
か

り
と
し
た
生
活
設
計
を
し
て
お
く
必

要
が
あ
り
ま
す
。
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春
の
褒
章
受
章
者
が
四
月
二
十
八

日
発
表
さ
れ
、
当
町
か
ら
岩
田
慎
太

郎
氏
が
黄
綬
褒
章
を
、
山
内
壮
亮
氏

が
藍
綬
褒
章
を
受
章
さ
れ
る
こ
と
に

な
り
、
五
月
十
六
日
、
二
十
に
推
薦

し
た
各
省
庁
で
伝
達
式
が
行
わ
れ
、

R ①
 
藍
綬
褒
章

山
内
壮
亮
氏
（
六
十
＿
歳
）

区 (4)

黄
綬
褒
章

岩
田
憤
太
郎
氏
（
六
十
五
歳
）

皇
居
で
両
陛
下
に
拝
謁
を
賜
り
ま
し

こ
。
t
 黄
綬
褒
章
は
、
「
そ
の
道

一
筋
」
に

精
進
し
国
民
の
模
範
に
な
っ
た
人
に

贈
ら
れ
る
も
の
で
す
。
今
回
受
章
さ

れ
た
岩
田
慎
太
郎
氏
は
、
肱
川
町
議

会
議
員
を
七
期
務
め
な
が
ら
、
四
十

年
近
く
酪
農
家
と
し
て
、
さ
ら
に
県

酪
連
四
国
乳
業
の
役
員
（
現
在
会
長
）

と
し
て
、
酪
農
一
筋
に
取
り
組
ま
れ

て
き
た
功
績
が
評
価
さ
れ
た
も
の
で

す
。
現
在
も
会
長
の
役
職
以
外
に
も

三
十
の
役
員
を
兼
務
さ
れ
て
お
り
、

多
忙
な
毎
日
を
送
っ
て
お
ら
れ
ま
す
。

藍
綬
褒
章
は
、
公
共
の
利
益
の
た

め
に
尽
力
の
あ
っ
た
人
に
贈
ら
れ
る

も
の
で
す
。
今
回
受
章
さ
れ
た
山
内

壮
亮
氏
は
、
多
年
に
わ
た
り
消
防
の

業
務
に
献
身
し
、
常
に
消
防
力
の
強

化
に
努
め
て
、
消
防
活
動
の
推
進
に

寄
与
し
た
こ
と
が
評
価
さ
れ
た
も
の

で
す
。
山
内
壮
亮
氏
は
、
昭
和
四
十
九
年

か
ら
消
防
団
長
を
務
め
ら
れ
今
年
の

三
月
ま
で
永
年
に
わ
た
り
消
防
活
動

に
取
り
組
ま
れ
て
き
ま
し
た
。

現
在
は
養
老
酒
造
の
社
長
と
し
て

多
忙
な
毎
日
を
過
ご
さ
れ
て
い
ま
す
。

今
回
の
お
二
人
の
受
章
は
、
本
人

は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
町
民
に
と
っ

て
も
こ
の
上
な
い
誇
り
で
も
あ
り
ま

す
。今
年

一
月
に
は
、
冨
永
廣
氏
が
紺

；’-‘ダ亘 ；ー：
ゞ;;,j-';" 、←っ年
，＜ー＇"- rヽ
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綬
褒
章
を
受
章
さ
れ
て
お
り
、
今
年

の
褒
章
受
章
者
は
一一一人
と
な
り
ま
し

た
。
な
お
六
月
二
十
七
日
に
は
町
内

の
有
志
に
よ
り
、
肱
川
町
公
民
館
に

お
い
て
、
褒
章
受
章
祝
賀
会
が
行
わ

れ
ま
す
。

第
三
十
八
回
、
町
税
完
納
表
彰
式

が
、
五
月
二
十
一
日
肱
川
町
公
民
館

で
行
わ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
、
昭
和
―
―
―
十
年
度
か
ら
連

続
三
十
五
年
完
納
さ
れ
た
郷
・
市
之

畦
納
税
組
合
の
他
、
五
納
税
組
合
が

表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

納

ま

た

肱

川
町
は
、
昭
和

完

四

十

九
年
度
か
ら
十
七
年

て

連

続

し

て

全

組

合

が

完

納

し

と

い

う

立

派

な

納
税
成
績

と
な
り
ま
し
た
。

続

肱

川
町
で
は
、
町
税
の

連
納
税
奨
励
を
は
か
る
た
め
、

年

昭

和

二

十

八

年

度

か

ら

納

7
税
組
合
に
対
し
、
納
税
成

ーゞ
績
が
良
好
な
組
合
に
は
、

完
納
報
償
金
を
支
給
す
る

ヵ
と
と
も
に
、
多
年
に
わ
た

合糾り
連

続

し
て
町
税
を
完
納

税

さ

れ

た

組

合

を

表

彰

す

る

納

こ

と
に
し
て
い
ま
す
。
平

成
二
年
度
の
町
税
に
対
す

る
完
納
報
償
金
は
、
五
百

全
八
十
万
八
千
三
百
―
―
―
十
九
円
が
支
給

さ
れ
、
各
部
落
に
お
い
て
活
動
資
金

等
に
充
て
ら
れ
て
い
ま
す
。

私
た
ち
が
納
め
て
い
る
税
金
は
、

住
み
よ
い
豊
か
な
町
づ
く
り
の
た
め

に
使
わ
れ
ま
す
。
町
民
の
皆
さ
ん
が

七
月

一
日
現
在
で
、
平
成
一
＿一
年
事

業
所
統
計
調
査
・
商
業
統
計
調
査
が

全
国
い
っ
せ
い
に
行
わ
れ
ま
す
。

調
賓
の
対
象
と
な
る
の
は
、
農
林

漁
家
を
除
く
す
べ
て
の
事
業
所
で
す
。

今
回
は
―
―
つ
の
調
査
が
同
じ
年
に
行

わ
れ
る
の
で
、
商
店
に
対
す
る
調
査

の
重
複
を
避
け
る
た
め
、
事
業
所
統

計
調
査
は
商
店
以
外
の
事
業
所
、
商

業
統
計
調
査
は
商
店
を
対
象
と
し
て

同
時
に
実
施
さ
れ
ま
す
。

こ
の
一

―
つ
の
調
査
は
、
統
計
法
に

基
づ
い
て
実
施
さ
れ
る
国
の
重
要
な

調
査
で
す
か
ら
、
集
め
ら
れ
た
調
査

税
に
対
す
る
深
い
ご
理
解
を
い
た
だ

ぎ
平
成
三
年
度
に
お
い
て
も
全
組
合

が
完
納
と
な
る
よ
う
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

な
お
、
表
彰
さ
れ
た
納
税
組
合
は

次
の
と
お
り
で
す
。

三
十
五
年
連
続
完
納
組
合

郷
・
市
之
畦
納
税
組
合

三
十
年
連
続
完
納
組
合

中
居
谷
・
大
平
納
税
組
合

二
十
五
年
連
続
完
納
組
合

上
森
山
・
八
重
栗
納
税
組
合

二
十
年
連
続
完
納
組
合

中
津
納
税
組
合

票
を
、
統
計
上
の
目
的
以
外
に
使
用

す
る
こ
と
は
固
く
禁
じ
ら
れ
て
い
ま

す
。し
た
が
っ
て
、
各
事
業
所
・
商
店

の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
は
、
法
律
に
よ
っ

て
し
っ
か
り
と
保
護
さ
れ
ま
す
。

事
業
所
統
計
調
査
は
、
事
業
所
を

も
れ
な
く
調
査
し
て
、
わ
が
国
の
産

業
構
造
や
、
事
業
活
動
の
実
態
を
明

ら
か
に
す
る
た
め
に
行
わ
れ
ま
す
。

調
査
結
果
は
、
国
や
都
道
府
県
、

市
町
村
に
お
い
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
施

策
や
計
画
を
立
案
す
る
た
め
の
基
礎

資
料
と
し
て
利
用
さ
れ
ま
す
。

商
業
統
計
調
査
は
、
「
商
業
の
国

勢
調
査
」
と
も
い
え
る
も
の
で
す
。

全
国
の
卸
売
・
小
売
業
の
商
店
を

も
れ
な
く
調
査
す
る
こ
と
に
よ
っ
て

商
店
の
販
売
活
動
の
実
態
や
分
布
状

況
な
ど
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
行

わ
れ
ま
す
。
調
査
結
果
は
、
国
や
都

道
府
県
・
市
町
村
が
、
商
業
振
興
の

た
め
の
い
ろ
い
ろ
な
計
画
を
作
成
す

る
際
に
、
重
要
な
資
料
と
し
て
役
立

て
ら
れ
ま
す
。

六
月
下
旬
、
調
査
員
が
調
査
票
の

記
入
を
お
願
い
に
お
伺
い
し
ま
す
の

で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
な

お
記
入
後
は
調
査
員
が
回
収
に
ま
い

り
ま
す
。

事
業
所
統
計
調
査
・
商
業
統
計
調
査

II

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
“
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匿

年
を
と
っ
た
ら
お
か
ず
が
大
切

＠ 

健やかな老後のために

ベ
ッ
ド
の

訓
練
を
」

寝
た
き
り
ゼ
ロ
の
十
か
条

そ
の
三

「
リ
ハ
ビ
リ
は
早
期
開
始

が
効
果
的

始
め
よ
う

上
か
ら

従
来
、
わ
が
国
で
は
、

脳
卒
中
の
発
作
が
起
き
た

場
合
、
安
静
第
一
が
治
療

の
基
本
と
考
え
ら
れ
て
き

ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
脳

卒
中
の
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ソ
の
開
始
時
期
が
、
発
作

後
何
か
月
も
経
っ
て
か
ら

と
い
う
こ
と
が
普
通
で
し

こ。f
 しか
し
、

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

⑰
◎
R
④
◎
R
⑱
⑱
 

年
を
と
っ
て
く
る
と
と
か
く
体
を

動
か
す
の
が
お
っ
く
う
に
な
り
ま
す
。

一
般
に
は
高
齢
に
な
る
に
従
っ
て
日

常
の
動
作
が
少
な
く
な
り
、
六
十
才

代
で
は
成
人
の
九
割
、
七
十
オ
代
で

八
割
、
八
十
オ
代
で
七
割
し
か
体
を

動
か
さ
な
く
な
る
と
言
わ
れ
て
い
ま

す。
こ
う
な
る
と
、
ど
う
し
て
も
空
腹

を
感
じ
な
く
な
る
た
め
食
事
の
摂
取

量
は
減
少
し
ま
す
。
し
か
し
、
高
齢

者
に
必
要
な
栄
養
量
は
エ
ネ
ル
ギ
ー

こ
そ
少
な
く
て
済
む
も
の
の
た
ん
白

質
、
ビ
タ
ミ
ソ
、
ミ
ネ
ラ
ル
な
ど
は

｀ 

シ
ョ
ソ
医
学
の
進
歩
に
よ
り
、
リ
ハ

ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ソ
を
早
く
始
め
れ
ば

始
め
る
ほ
ど
、
機
能
の
回
復
が
見
込

ま
れ
る
と
い
う
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ

て
き
ま
し
た
。

特
に
、
意
識
が
は
っ
き
り
し
て
い

て
全
身
状
態
が
良
け
れ
ば
、
脳
卒
中

の
発
作
直
後
、
遅
く
と
も
一
週
間
以

内
に
は
リ

ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ソ
を
開

始
す
べ
き
だ
と
さ
え
い
わ
れ
て
い
ま

す。成
人
と
ほ
と
ん
ど
変
わ
り
が
あ
り
ま

せ
ん
。
従
っ
て
、
主
食
を
先
に
食
べ

る
と
、
副
食
が
お
ろ
そ
か
に
な
り
必

要
な
栄
養
素
が
と
れ
な
く
な
っ
て
し

ま
い
ま
す
。

ふ
つ
う
食
事
に
は
主
食
と
副
食
が

あ
り
、
副
食
は
さ
ら
に
主
菜
と
副
菜

に
分
か
れ
ま
す
。
主
食
と
は
ご
飯
、

パ
ソ
、
め
ん
類
な
ど
糖
質
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
源
と
な
る
も
の
、
主
菜
は
肉
、

魚
、
卵
、
大
豆
製
品
な
ど
た
ん
白
質

を
お
も
に
供
給
す
る
も
の
で
す
。
副

菜
は
野
菜
、
果
物
な
ど
ビ
タ
ミ
ソ
や

ミ
ネ
ラ
ル
の
供
給
源
と
な
る
も
の
で

す。
成
人
の
た
め
の
食
事
は
主
食
、
主

菜
、
副
菜
を
そ
ろ
え
、
そ
れ
ぞ
れ
適

当
な
量
を
と
る
こ
と
が
奨
め
ら
れ
て

上田美香ちゃん 栗木さやかちゃん

平
成
二
年
度
三
歳
児
健
康
診
査
に

お
い
て
、
受
診
者
二
十
八
人
中
次
の

七
人
が
、
む
し
歯
な
し
の
子
供
で
し

こ。t
 

い
ま
す
が
、
高
齢
者
で
は
主
食
を
先

に
す
る
と
副
食
が
食
べ
ら
れ
な
く
な

る
の
で
、
ど
ち
ら
か
と
言
え
ば
主
菜
、

副
菜
か
ら
先
に
食
べ
る
方
が
よ
い
で

し
ょ
う
。

和
食
は
、
昔
か
ら
主
食
、
副
食
の

区
別
が
き
ち
ん
と
つ
い
て
い
ま
す
が

洋
食
に
は
こ
の
区
分
は
あ
ま
り
あ
り

ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
洋
食
は
と
か
く

副
食
を
食
べ
過
ぎ
る
傾
向
に
あ
る
の

に
対
し
和
食
は
主
食
に
偏
り
が
ち
に

な
り
ま
す
。
や
は
り
栄
養
の
バ
ラ
ソ

ス
を
考
え
れ
ば
主
食
、
主
菜
、
副
菜

を
そ
ろ
え
る
こ
と
が
必
要
で
し
ょ
う

が
年
を
取
っ
て
く
れ
ば
自
分
が
食
べ

ら
れ
る
範
囲
内
で
必
要
な
栄
養
素
が

と
れ
る
よ
う
食
べ
方
を
考
え
た
方
が

よ
い
と
言
え
そ
う
で
す
。

沖永亮平くん

こ
ん
に
ち
は
、
ま
み
こ
で
す
。

お
じ
い
ち
ゃ
ん
と
お
ば
あ
ち
ゃ
ん

が
大
好
き
で
す
。

こ
の
頃
た
く
さ
ん
の
言
葉
を
覚
え

て
、
お
し
ゃ
べ
り
が
じ
ょ
う
ず
に
な

り
ま
し
た
。
わ
が
家
を
明
る
＜
し
て

く
れ
る
、
元
気
な
女
の
子
で
す
。

片山弘志くん 冨永智子ちゃん

―No.••~伍かつび元〉⑮

ま

み

こ

三
瀬
万
美
子
ち
ゃ
ん
（
藤
野
原
）

平
成
元
年
9
月
8
日
生

1
歳
9
か
月お父さん

健一さん(36歳）
お母さん
千恵子さん(33歳）

む
し
正
閲
な
し
幼
児
紹
介

前田佳美ちゃん

こ
の
ご
ろ
は
、
い
た
ず
ら
が
ひ

ど
く
な
り
、
言
う
事
も
ぎ
か
な
く

な
り
ま
し
た
。
自
分
の
思
っ
た
事

を
と
お
し
毎
日
、
毎
日
が
と
っ
て

も
大
変
で
す
。
元
気
だ
け
が
と
り

え
の
子
で
す
。
こ
れ
か
ら
は
、
人

に
優
し
く
、
元
気
で
明
る
い
子
に

育
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

お父さん
厚美さん(36歳）
お母さん
まるみさん(30歳）

竹
田
翼
く
ん
（
広
常
）

平
成
1
年

8
月
12
日
生

1
歳
10
か
月
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因 (6)

肱
川
町
で
は
、
平
成
元

年
四
月
か
ら
平
成
二
年
三

月
ま
で
の
一
年
間
、
国
民

健
康
保
険
診
療
報
酬
明
細

書
（
レ
セ
プ
ト
）
を
電
算
委

託
し
、
医
療
費
状
況
を
調

べ
ま
し
た
。
結
果
が
ま
と

ま
り
ま
し
た
の
で
、
こ
こ

に
報
告
し
ま
す
。

グ
ラ
フ
①
は
、

0
t
6
9

歳
と
70
歳
以
上
に
分
け
て
、

病
類
別
に
グ
ラ
フ
化
し
た

も
の
で
す
。
医
療
費
は

0

ー

69
歳
が

二
億

一
千
四
百

万
円
、

70
歳
以
上
が
一
億

五
千
九
百
万
円
で
平
成
元

年
度
の

一
年
間
の
肱
川
町

で
要
し
た
医
療
費
総
額
は
、

三
億
七
千
三
百
万
円
で
し

こ。f
 次
に
病
類
別
で
み
る
と
、

0
ー

69
歳
で
は
、
筋
骨
格

系
疾
患
、
歯
、
精
神
科
疾

患
の
医
療
費
が
多
く
、

70

歳
以
上
で
は
脳
血
管
疾
患
、

高
血
圧
疾
患
、
筋
骨
格
系

疾
患
が
多
い
こ
と
が
わ
か

り
ま
す
。
こ
の
こ
と
か
ら
、

若
い
う
ち
か
ら
の
、
高
血

圧
、
心
臓
病
な
ど
成
人
病

予
防
が
大
切
だ
と
い
う
こ

と
が
い
え
ま
す
。

グ
ラ
フ
②
は
、
外
来
分

の
一
件
あ
た
り
医
療
費
を
、

病
類
別
に
み
た
も
の
で
す
。

疾病分類別の一般医療と老人医療の

医療費状況
表 l

0 ~ 69歳 70歳以上 合 計

悪性新生物 14,493 16,224 30,717 

内分泌疾患 9,259 4,160 13,419 

精神科疾患 22,319 7,333 29,652 

視聴覚疾患 15,908 5,073 20,981 

高血圧疾患 17,028 21,606 38,634 

心疾患 7,594 11,749 19,343 

脳血管疾患 8,907 23,909 32,816 

呼吸器系疾患 17,359 12,774 30,133 

歯 23,297 4,093 27,390 

消化器疾患 16,983 18,352 35,335 

筋骨格系疾患 24,108 19,227 43,335 

その他 36,719 14,228 50,947 

合 計 213,974 158,728 372,702 

（千円）

(2) 1件あたり医療費（外来分）

値
が
高
い
疾
患
ほ
と
一
回
受
診
し
た

時
に
高
額
を
要
す
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
悪
性
新
生
物
（
が
ん
）
、
脳
血
管

疾
患
、
泌
尿
器
疾
患
な
ど
が
特
に
高

く
、
一
件
に
つ
ぎ
平
均
す
る
と
、

0

ー

69
歳
で
は
一
万
円
、
70
歳
以
上
で

は
一
万
五
千
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

グ
ラ
フ
③
は
、
グ
ラ
フ
②
と
同
じ

も
の
で
入
院
分
を
示
し
た
も
の
で
す
。

入
院
に
お
い
て
も
、
悪
性
新
生
物
、

脳
血
管
疾
患
、
心
疾
患
、
内
分
泌
疾

患
な
ど
が
多
く
、
平
均
医
療
費
は
、

一
件
に

つ
ぎ
、

0
ー

69
歳
は
二
十
四

万
円
、

70
歳
以
上
は
三
十
万
円
と
な
っ

て
お
り
、
外
来
・
入
院
と
も
に

70
歳

以
上
の
老
人
医
療
分
の
方
が
高
く
な
っ

て
い
ま
す
。

グ
ラ
フ
④
は
、

年
齢
階
級
別
の
被

保
険
者
一
人
あ
た
り
の
医
療
費
状
況

を
示
し
て
い
ま
す
。
入
院
に
お
・
い
で

も
、
外
来
に
お
い
て
も
0
歳
と

70
歳

以
上
の
医
療
費
が
特
に
多
く
、

30
歳

を
越
え
る
と
年
齢
が
高
く
な
る
に
つ

40, 000I―--------------------------------~ _ ---- 20,000・ー―-------トトーー一―---トトー―----

円--］---------------------------―二 0~69歳 9

こコ70歳以上
30, ooor--H------------------------------~ -!?_~-~~ 1s , ooo- ー一 レト—----トトー一トトー一

20,000い

10 ,000• — 

--- 10 , 000• ー

グ
ラ
フ
①
は
、
年
齢
階
級
別
の
受

診
率
の
比
較
で
す
。
受
診
率
と
は
、

件
数
を
被
保
険
者
数
で
除
し
た
も
の

で
、
医
療
機
関
で
治
療
を
受
け
る
頻

度
を
示
し
て
い
ま
す
。
入
院
に
比
べ

外
来
の
方
が
、
医
療
機
関
に
か
か
る

頻
度
が
高
い
の
は
、
当
然
で
す
が
や

は
り
医
療
費
と
同
じ
よ
う
に
、

0
歳

と
70
歳
以
上
の
受
診
率
が
高
く
な
っ

て
い
ま
す
。

の療

-＿
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四
〗
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円
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5 ,000• -

い
ず
れ
に
し
て
も
、

悪
性
新
生
物
脳
血
管

疾
患
、
心
疾
患
な
ど

の
医
療
費
は
高
く
な

り
ま
す
の
で
、
自
覚

症
状
の
な
い
早
い
と

ぎ
に
、
検
診
を
受
け

る
の
が
一
番
の
予
防

と
い
え
ま
す
。

今
年
は
ぜ
ひ
、
家

族
み
ん
な
で
検
診
を

う
け
ま
し
ょ
う
。

筋
骨
格
系
疾
患

消
化
器
疾
患

歯呼
吸
器
系
疾
患

脳
血
管
疾
患

心
疾
患

高
血
圧
疾
患

視
聴
覚
疾
患

精
神
科
疾
患

内
分
泌
疾
患

悪
性
新
生
物

゜平
均
骨
折
筋
骨
格
系
疾
患

泌
尿
器
系
疾
患

消
化
器
疾
患

歯貧
血
脳
血
管
疾
患

心
疾
患

内
分
泌
疾
患

悪
性
新
生
物

゜

れ
て
増
加
し
て
い
ま
す
。

(5)年齢階級別の受診率

臀l[ ； } ' ’― 入院 ／＼ ’ 

: : -••—外来 、’: :̀. 
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(3) 1件あたり医療費（入院分）
500, 000, ---------------------------------・ --
円

400,000•-

--- ---- ------------------― □ o~69歳
--ロ--------』_＿且------―□_7ーり塵見l_.

300,000←-

200,000--

100,000← 

平
均
筋
骨
格
系
疾
患

泌
尿
器
疾
患

消
化
器
疾
患

呼
吸
器
系
疾
患

脳
血
管
疾
患

心
疾
患

高
血
圧
疾
患

視
聴
覚
疾
患

内
分
泌
疾
患

悪
性
新
生
物

゜

(4)年齢階級別の被保険者 1人あたり

医療費状況
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理
事
会
・
評
議
員
会
開
催

平
成
三
年
度
の
理
事
会
及
び
評
議

員
会
を
五
月
二
十
七
日
に
開
催
し
、

午
前
中
は
、
創
作
館
に
お
い
て
理
事

会
を
開
催
し
、
平
成
二
年
度
の
事
業

報
告
並
び
に
決
算
の
認
定
と
評
議
員

の
選
任
に
つ
い
て
同
意
を
得
、
原
案

ど
お
り
決
定
し
ま
し
た
。

又
午
後
は
、
基
幹
集
落
セ
ソ
タ
ー

に
お
い
て
、
評
議
員
会
を
開
催
し
、

平
成
二
年
度
の
事
業
報
告
並
び
に
決

算
の
承
認
に
つ
い
て
、
原
案
ど
お
り

決
定
し
ま
し
た
。

尚
、
評
議
員
全
員
ご
就
任
を
頂
き

ま
し
た
。
新
し
い
評
議
員
は
次
の
と

お
り
で
す
。

老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
定
期
総
会
開
催

五
月
十
七
日
午
前
九
時
よ
り
公
民

館
に
お
い
て
、
平
成
三
年
度
の
定
期

総
会
が
、
町
長
さ
ん
、
議
長
さ
ん
を

は
じ
め
多
数
の
ご
来
賓
の
ご
臨
席
の

も
と
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

連
合
会
の
総
会
は
、
町
内
七
単
位

の
老
人
ク
ラ
ブ
の
班
長
以
上
の
役
員

で
構
成
さ
れ
、
八
十
七
名
の
会
員
が

出
席
さ
れ
ま
し
た
。

事
業
計
画
で
は
、
新
し
く
高
齢
者

の
戸
外
運
動
事
業
、
婦
人
部
地
域
活

動
促
進
事
業
、
ボ
ラ
ソ
テ
ィ
ア
活
動

促
進
事
業
等
を
各
単
位
老
人
ク
ラ
ブ

が
中
心
と
な
り
実
施
し
、
高
齢
化
社

会
に
対
応
で
ぎ
る
老
人
づ
く
り
を
目

指
し
て
い
ま
す
。

な
お
、
今
年
は
、
役
員
改
選
の
年

に
あ
た
り
、
次
の
と
お
り
新
役
員
を

選
び
ま
し
た
。

総
会
終
了
後
「
あ
た
り
ま
え
の
こ

と
」
と
題
し
て
、
愛
媛
県
生
涯
学
習

推
進
講
師
で
あ
り
ま
す
地
元
の
大
本

清
光
先
生
の
ご
講
演
が
あ
り
ま
し
た
。

連
合
会
役
員
及
び
単
位
老
人
ク
ラ

ブ
役
員
は
次
の
と
お
り
で
す
。

社会福祉法人 肱川町社会福祉協議会評議員名簿

議会総務委員長

部落長地区代表

” 
” 
” 
” 

肱川町老人クラブ連合会役員名簿

連合会長

連合副会長

監 事

宮

飛

田

野 虎

静

生

中

正

津

山

肱川農協組合長

肱川町森林組合長

川上商工会長

肱 川中 学校長

中野小学校長

正山小学校長

大谷小学校長

予子林小学校長

岩谷小学校長

下石 勲

小）II 和雄

増田喜芳

桜田和明

佐藤久綱

城戸節男

鉾岩 勉

河野美治

久保田仁之

佐川 敬

池田重雄

宮部博文

菊地宣之

正岡艶子

赤坂 章

大洲高校肱川分校教頭

即II中学校PTA副会長

正山小PTA会長

岩谷小PTA会長

中野小PTA会長

大谷小PTA会長

予子林小PTA会長

母子寡婦福祉会長

遺族会長

身体障害者更生会長

保護司代表

日赤奉仕団副団長

中学校校外指導部長

町助役

民生委員副総務

松中秀夫

清水美和子

智葉 保

竹森高幸

堀井一男

冨永武雄

清水昭信

浜田 タネ

水本忠徳

川中茂太郎

中塚 忠

安川ヤス子

藤井

永田

宮田

正
一
幸
静

利

監 事 浜 田 登 大 谷 ※任期

◎各単位老人クラブ役員名簿

平成3年 5月26日～平成5年 5月25日まで

正山

中央

大谷

小藪

予子林

岩谷

中津

西本 源格

前田 武

中居喜代光

畦崎伸穂

森岡鶴雄

宮田 静

中田

中野

兵頭定雄

兵頭芳一

宮田義盛

城戸寿賀｛身

二宮 豊

賢光 安川キクノ

香渡カネコ

安）IIキ クノ

山内 幸

香渡カネコ

上原知ヱ子

林ハルエ

松田アサ子

水口恵美子

希
望
と
友
愛
の
祭
典
「
第
三
十
回

県
身
体
障
害
者
体
育
大
会
」
が
五
月

十
九
日
、
県
総
合
運
動
場
で
開
か
れ
、

県
内
か
ら
七
百
五
十
人
の
選
手
が
参

加
、
肱
川
町
か
ら
十
三
名
が
参
加
致

し
ま
し
た
。

同
大
会
は
、
身
体
障
害
者
が
ス
ポ
ー

ツ
を
通
じ
て
、
自
ら
の
障
害
を
克
服

し
、
た
く
ま
し
く
生
き
る
能
力
と
県

民
の
理
解
を
深
め
る
目
的
で
開
催
さ

れ
て
い
ま
す
。

◎各単位老人クラブ会員数

クラブ名 男 女 計

正 山 50人 55人 105人

中 央 36 62 98 

大 谷 31 55 86 

小 藪 22 34 56 

予子林 35 54 89 

岩 谷 26 24 50 

中 津 ， 1 1 20 

計 209 295 504 

冨
永
ミ
ノ
ル
さ
ん

社
会
福
祉
協
議
会
へ
ご
芳
志

続

当
日
の
入
賞
者
は
、

で
す
。
0
ハ
ソ
ド
ボ
ー
ル
投
げ
（
女
）

一

位

沖

嘉

子

0
ハ
ソ
ド
ボ
ー
ル
投
げ
（
男
）

二

位

岡

村

利

三

〇
や
り
投
げ
（
男
）

一

位

金

平

次
の
と
お
り

当
協
議
会
に
、
次
の
方
か
ら
ご
寄

付
を
頂
き
ま
し
た
。

福
祉
関
係
事
業
に
活
用
さ
せ
て
頂

ぎ
ま
す
。
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

0
月
野
尾

愛
媛
県
身
体
障
害
者
体
育
大
会
に
参
加
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見事、林野庁長官賞を受賞された栗木
亀茂氏（左）と山本登志夫氏（右）

第二十四回肱川町椎茸増産競演会入賞部落

等級 1 等 2 等 3 等

A 級 中居谷 中 津 大 和

B 級 中 野 柳 、郷 汗 生

C 級 肱 栄 鹿野川 広 常

去
る
五
月
―

-+

-

日
に
、
愛
媛
県
民
館

に
於
い
て
愛
媛
県
し

い
た
け
共
進
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
箱

物
の
部
六
百
十
六
点
、

特
選
の
部
四
百
九
十

五
点
、
ほ
だ
木
育
成

の
部

二
十
八
点
（
地

方
局
推
薦
）
の
内
、

肱
川
町
か
ら
は
、
箱

物
三
十
八
点
、
特
選

物
七
十
七
点
、
ほ
だ

木
育
成
三
点
を
出
品

し
、
次
の
方
々
が
受

賞
さ
れ
ま
し
た
。

〈
箱
物
の
部
〉

林
野
庁
長
官
賞

栗
木
亀
茂
氏
（

こ
う
こ
）

山
本
登
志
夫
氏
（
ど
ん
こ
）

〈
特
選
の
部
〉

県
森
連
会
長
賞
努
力
賞

石
田

利
寿
氏
（
こ
う
し
ん
）

飛
野
弘
幸
氏
（
ど
ん
こ
）

高
岡
幸
吉
氏
（
こ
う
こ
）

向
井

務
氏
（
ど
ん

こ
）

森
繁
夫
氏
（
こ
う
し
ん
）

〈
ほ
だ
木
育
成
の
部
〉

県
森
連
会
長
賞
努
力
賞

曽

根

和

儀

氏

沖

野

和

義

氏

新

山

進

氏

〈
最
高
価
格
賞
〉

農
林
中
央
金
庫
松
山
支
店
長
賞

山
本
登
志
夫
氏

（単
価

一
万
四
千
円
）

N
H
K
松
山
放
送
局
長
賞

栗

木

亀

茂

氏

（単
価
一
万
四
千
九
百
円
）

〈
特
別
賞
〉

県
森
連
会
長
賞

栗

木

亀

茂

氏

山
本
登
志
夫
氏

受
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

今
後
益
々
の
ご
活
躍
を
お
祈
り
致
し

ま
す
。

努力賞 見の越， 下嵯峨谷

第一回肱川町乾椎茸優良生産者競演会入賞者

順位 氏 名 単位収量 順位 氏 名 平均単価

1 芦匡！氷‘ 昌治 3 8. 9 1 上田 逸 4208 

2 西本 資久 38.2 2 二宮 繁雄 4116 

3 大野 公甫 3 6. 9 3 兵頭 光盛 4114 

4 飛野 弘幸 35.5 4 今岡 安盛 4108 

5 城戸 節男 33.8 4 石田 保 4108 

6 宇都宮寿男 32.2 6 谷田 通泰 4106 

7 山中 美茂 32.1 7 土居 哲雄 4091 

8 川本 寅一 31.2 8 芦匡！ 氷‘ 和夫 4062 

， 寺尾 武由 3 0. 7 ， 山中 美茂 4038 
10 沖野 次雄 29.6 10 城戸寿恵長 4019 

去
る
五
月
二
十
九
日
、
肱
川
町
公

民
館
に
於
い
て
、
第
二
十
八
回
通
常

総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
愛
媛
県

八
幡
浜
地
方
局
大
洲
出
張
所
林
業
課
・

福
田
課
長
を
始
め
、
愛
媛
県
森
林
組

合
連
合
会
大
塚
部
長
、
（
財
）
日
本
き

の
こ
セ
ソ
タ
ー
松
山
事
務
所
・
栄
木

所
長
、
永
田
助
役
に
そ
れ
ぞ
れ
ご
祝

辞
を
頂
き
、
そ
の
他
多
数
の
御
来
賓

の
方
々
に
御
臨
席
を
頂
い
た
。

松
本
会
長
、
河
野
組
合
長
の
挨
拶

の
後
、
議
長
に
有
友
勇
氏
を
選
任
し

て
議
事
に
入

っ
た
。
第

一
号
議
案
よ

り
第
三
号
議
案
ま
で
原
案
通
り
可
決

さ
れ
た
。
第
二
十
四
回
肱
川
町
椎
茸

増
産
競
演
会
及
び
、
第

一
回
肱
川
町

乾
椎
茸
優
良
生
産
者
競
演
会
の
表
彰

式
を
行
い
、
西
本
副
会
長
の
閉
会
の

挨
拶
で
総
会
を
終
了
し
た
。
総
会
後
、

「
私
の
椎
茸
栽
培
」
と
題
し
て
、
長
浜

町
柴
の
小
西
長
幸
氏
よ
り
、
椎
茸
栽

培
の
と
り
組
み
方
、
実
際
に
行
っ
て

い
る
事
、
そ
の
成
果
等
に
つ
い
て
記

念
講
演
を
頂
い
た
。
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毎月19,000円（最R回 31919円）
一、

4(4年8回も）の
税弓11●受匝子定n 984,984~ 

100 
毎月16,000..（噌証年2回20000円）
税引後受匹予定..984,466,.,

万 毎月26,000円（最印回 31828円）

” (33年6回も）の
印 11●受取予定,.988,367,., 

コ 毎月18,000,,（増額年2回50000円）

＇ 
税ll後受取子定n987,724円

コ
毎月40,000円（最終回 39702円）

(22年4回も）の
税引後受取子定Ill991,942,. 
毎月32,000円（増額年2回50000円）
虹 11羞受取予定Ill991,544円

つ0-Jぃ定期積金

●上記「増額年2回」の積立ては、初回に増額分を積立てた場合で計算しています

[ ／:：] ののの］

積立>
掛;-、、-9間 5年 (60回） 4年 (48回） 3年 (36回） 2年 (24回） 1年 (12IT-

50,000円 ( 3,3 ,32 04 5 7 , 82 83 07 円円） ( 22 , 55 95 77 ,, 94 777 0 円円） ( 1 1 , 89 81 9 1 84 36 27 円円） ( 1 1 22 45 00 .3307 51 円円） (66113 0 0497出―円}） 

れてば れだけ、一
30,000円 ( 1 1 , 99 84 47 ,.34 9729 円円） ( 11 , 55 35 84 .4,  7 88 26 円円） ( 11 , 131  4 3 7 06 98 91 円円） ( 77 54 04 , 21 82 51 円円） ( 33 66 7 6 82 85 88 円円） 

20,000円 ( 1 1 , 23 92 8 2 , 93 31 35 円円） ( 11 ,D30 2 83, 91 89 81 円円） ( 77 65 45 ,,77 83 83 円円） ( 54 096 0 , 11 25 01 円円） ( 22 44 45 , 21 39 93 円円） 

： 
10,000円 6 6 1 , 4 56 77 円円 ( 55 11 91 ,45 99 46 円円） ( 33 877.2 , 38・ -69 64 円円） -・ ・ （ 22 45 0 8 00 76 51 円円） ( 11 22 2 2 , 06 91 97 円円） 

゜ (649 1)  

●上記以外にも、いろいろコースがあります。
●昭和63年4月1日からの税制改正により、1合付補てん金に20％諜税されます0
●利回りは0I％高を適用し403%（平成2年9月17日現在）で計互しています
●( ）内は税引後受取予定額です，

詳し〈は農協の窓口ておたずね〈ださい。

"況m;！iit,fE:::丹ヨ』9i1"且3'’~

お使いみちは自由です
ショyピンクやレンヤーなど、あなたのライフスクイルにあわせ

て こ，• ！ 9 | 山にお使 l ヽ くださ l 、 •9

保証人はいりません
受版叫＇｝業Lill)，し令協会が保、iIILよすu)て、保，9Illは必

裳ありません，

50万円までなら、いつでも何回でも
'ill Jj/'Iまての範/INI)、1なら、し、つても、 l・くらても、そして111/|l1| 

てもおii,1人ilがてきます

契約期間は1年で自動更新します
l ｛卜後に：よ佃，l'な1り高fru)うえこ祖1末糾：l•ただ1 jます。

こ返済もテマいらす（自動返済）
カードローンはお伯入れも、こ刈砂午もテマ lヽ らすあなたのこ・

都令V)よl・全各（！を総令11 9,i 人← ある l•;j_ ；恥虹貯令！こご入令 l ヽ

にださますと、i'IflJ(I,.J！返；吝さil士す

こ利用てきる方は
JI淑J'lI y)）） 

（ぶll令iiてなl、))＇：t窓IIて`ご中II,，次〈ださl、)
ぞV)他、I，"：tiI，19/i',L V)条f'Iを必だす）1，9

茎坤込みはカンタンです
筒iiiな‘裕 frV)うえこ契約、カード兌iJl、たし士す

..一4 ー ·,．,’'零I・—---．' --—レ~ヽ2こ--...L ，-

lあ竺 -]  ← 三--
こ持参いただくもの
お1| I 込 みの I；祭：ょ；欠 v) も V ） を 1；'と協へこ·.f,I- 参くださ l•

三三口利息のお支払いは
お利，0．は切年21111の利息；たり・Illこ指‘、L!！‘j• 令 Ill収カ・らの [ I

直｝Jり1洛し、あるl、はこ̀會ii,應森に組み入れさせてl・ただきます。

〇澁蒻
農協愛媛嗅信連

金
融
夏
期
推
進
運
動
ー
実
施
中

六
月
一
日
か
ら
七
月
三
十
一
日
ま

で
の
ニ
ヶ
月
間
、
県
下
一
斉
に
金
融

夏
期
推
進
運
動
が
始
ま
り
ま
し
た
。

肱
川
農
協
で
も
こ
れ
に
あ
わ
し
定

期
積
金
を
中
心
に
、
又
四
月
か
ら
小

ロ
M
M
C
の
預
入
金
額
が
五
十
万
円

以
上
と
成
り

一
層
自
由
金
利
商
品
へ

の
契
約
が
し
や
す
く
成
り
合
わ
せ
て

推
進
を
し
て
居
り
ま
す
。

各
種
ロ
ー
ソ
の
取
り
扱
い
に
つ
い

て
も
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
も
の
を
お
す

す
め
致
し
て
お
り
ま
す
。

又
カ
ー
ド
時
代
と
云
わ
れ
る
今
日

キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
、
協
同
カ
ー
ド

の
推
進
も
致
し
て
お
り
ま
す
の
で
、

こ
の
機
会
に
是
非
共
御
利
用
下
さ
い
。

ローンのこ‘‘相談は、お気軽に農協の窓口へ

各
担
当
職
員
が
参
り
ま
す
の
で
宜

敷
く
お
願
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。

i
如

勘

這

遁

OO
四
E

こ

全

る

即

す

て

あ

自

ま

ト

の

て

き

口卜

一
ク

M

て

カ

ヵ

―

T

カれ

ユ

AD
 

協

シ

マ

牒

ノ

の

c
入

震
ー

門
Ut

の

g

ナ

＿

ノ

用

マ

ャ

利

の

キ

こ

の

に

竺
竺
ロ己゜

夢をひろげる

＠のうきょう口—ン
農協愛媛県信連i

H 1，ヽI
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r-----------------------------------------------------------~ 
ー ！

I •こー夏囀- ~ ·· 1 9 F ' ・ 9., —• 9 9 , ！ 

！ 優良材生産は直材づくりから．I 椎茸生産はクヌギ林造成から．/ ! ! 
！ 
i 第 5761.ul平成 3年5月17日 1 肱川町森林組合乾椎茸相場表 I i 
i 肱川土場木材相場表県森連市より （単位対当り：円） 1. 市売日平成 3年 5月27日 ！ 
,. •.: •·• •.: ・. :5：父・.'● ::： 涵・.. ・;.. :•: ＾ ．． 曹：•:・9:.5: ；,・ •.: :•; ••,· X 

l. 販売数鼠75ケ ーー ス 1,03s.okg I 
! ：さ末口径 ス キ ヒノキマッ その他 L 平均単価 3,680円 ！ ！ チェクマガリチ国クマ刃リチョク・ ,': 1 銘柄別単価

! 7crn下本 253 本 219 本 386本 257 誓臼ミ／噂 c゚m上 ：鋲 艇 ，lt (IIII 比弁；％鋲 腿 「I1 (IIII 比疇 l 
8 cm上本 262 本 170本 494本 219

: 4 m l l crn上20,000 - 26,500 -18CIII上20,000長さ1.7~1.9m 大 虹：：厚 9, 800 2 特月3六睾 5, 800 1 ! 
i I ll 3 cm上21,soo I -I 48, ooo I -124暉上 22,000 25円／オ

! 18 Crn上22,000 - 48,000 -30叫 40,000 中 厚 7, 300 2特星車錮 5, 600 3 i 
7 crn下本 207 本 147本 207 本 147 雑バルフ゜ 小・;，. ：厚 5, 830 5賛用小葉 4, 090 

! 8Crn上本 192 本 173 本 202 本 155 ●;: 4 末口 7cm上 ．． ぷ：大ウス 澤忍：：炉認：窃：t：年：ぷ巧：忍：況：翌：名：名：：t・.・.・況・:”→・.・.・.・・・・・ふぃ ・ぶ・.・,. ！ 
・「ぶー・T ·ゞぶ···:t. —·ご99ふ· ←9バI 6, 890 I 1 I翁多大；裟ダ：羨響む“§翁！ 長さ 2 m ..：： :•: ・・・ .. ：ぷ唸 ・.：怒：：忍・・：又・・・ .• ・. ：:: •と:··:●••,5・: •:·.· ・.;.5 •'· 

2,980 

! 3 m ll Crn上 13,500 - 16 500 - 43円／オ 平:'•戸・ヴ．x,·：ズ·:
13crn上（二） 一 ＿ ’＿ -18叫 19,000 6, 810 3 •中パ·レ· 3, 540 1 1 ? 

i I Iii~上ほ） 23,800 - 43,700 _ 24叩上 22,000 バリ材 平小ウヌ： 5，840 5小パ・...： 2, 430 10 ! 
! 18 Crn上21,000 - 42,500 -30叫 （松・杉・桧） 小ウ：：ス 4, 590 8変 ：形 4, 020 9 ! i 7 crn下本 100 本 一本 100 本 ー 末口 3~ 6 cm •... ・.ぃぶャ・炉郊：i：.1
! 2 m 8Crn上本 160 一本 160 ー 長さ 2m ジいウス： 2，490 2 色落・ウス 3,650 - ！ 

16 cm上 12,0001 -122,000 
82 ・・.’. ！ -13叫 9,890 2, 150 14 

！ 
冬六・ 一色悪

30 crn上 30叩上 松ハリ材
t 13crn上一） 26,600 75,200 冬 中 7, 200 — 黒· :く：子 320 6 ! 
i 6 m 18crn上（元） 22,800 70,000 136ご悶〗 ·冬~~： 4~~: 4, 800 - ：”~：~イ＇い~ 1, 660 5 ! 
! 、、aa13crn上づ 4 m 84円 ！ 
！ 

‘l3crrJ:. ) 1概 要 低級品の割合が高く、併せて低級品の値下げが大ぎく、平均 ！ 
梅雨が近くなって相場も弱保合。 単価を下げる結果となった。 しかし、香信系の進物、どんこ ► 

！ 傭号
！ 草刈りの時期です。早めに草刈りをしましょう。 ｛ 

系等の並品以上の品物は引き合いも強く、依然高値で推移し ！ 
i ている。今後益々品柄による価格差が大ぎくなることが予想 ！ 
i されます。 t 

―--------------一----------------------------------・----」
次
の
漠
字
は
、
日
本
の

主
な
樹
木
の
漠
字
名
の
う

ち
一
字
だ
け
の
も
の
を
集

め
て
み
ま
し
た
。
ど
の
程

度
ご
存
じ
で
し
ょ
う
か
？

（
な
お
、
同
じ
読
み
方
で

字
の
異
な
る

も
の
も
あ
り

ま
す
。
）

①
松
②
梅
③
檜
④
栃
⑤
椎

⑥
栗
⑦
粗
⑧
狗
⑨
柘
⑩
柏

⑪
抱
⑫
柚
⑬
梶
⑭
楢
⑮
榔

⑯
樟
⑰
桃
⑱
樫
⑲
欅
⑳
楠

＠
榛
＠
桜
⑬
椿
＠
梓
＠
俯

⑳
杉
⑰
椋
⑱
榊
◎
橘
◎
楡

＠
樺
＠
栓
⑬
桂
⑭
檻
＠
掬

R
朴
⑰
楓
⑱
樅
⑲
愧
＠
柳

＠
損
＠
桐
⑬
柿
⑭
梱
⑮
榔

⑯
揆
⑰
椿
＠
柊
⑲
棋
＠
梢

R
棟
⑫
杷
⑬
椙
⑭
楊
⑮
棟

⑯
榎
⑰
拷
⑱
槻
⑲
樅
＠
彬

c
樗
＠
椋
c
腿
＠
橡
＠
橙

＠
憤
＠
橿
＠
櫨
＠
梧
⑳
鍬

⑪
憬
⑰
椛
◎
椅
⑭
杵
◎
移

⑯
棚
⑰
梱
⑱
栢
⑲
絶
＠
惚

＠
情
＠
控
毯
檀
⑭
椴
雹
揺

包
椒
c
怜
毯
杷
毯
柾
R
柾

R
距
珍
椰
⑲
杏
⑭
梨
⑮
栂

今
月
は
、
頭
の
体
操
が

て
ら
読
ん
で
み
て
く
だ
さ

、0し

c
桑
⑰
李
⑱
棗
毯
漆

0
佐

答
え
①
ま
つ
②
う
め
③
ひ
の
ぎ
④
と
ち

⑤
し
い
⑤
く
り
⑦
か
ら
た
ち
⑧
け
ん
ぽ

な
し
⑨
つ
げ
⑩
か
し
わ
⑪
こ
な
ら
⑫
ゆ

す
⑬
か
じ
⑭
な
ら
⑮
た
も
⑮
く
す
の
き

⑰
も
も
⑱
か
し
⑲
け
や
き
⑳
く
す
の
き

＠
は
ん
の
ぎ
＠
さ
く
ら
⑬
つ
ば
ぎ
＠
ぁ

ず
さ
◎
た
ぶ
の
き
⑳
す
ぎ
⑰
む
く
の
き

⑱
さ
か
き
◎
た
ち
ば
な
◎
に
れ
⑪
か
ば

＠
せ
ん
⑬
か
つ
ら
⑭
し
な
⑮
ぶ
な
⑯
ほ

う
⑰
か
え
で
（
も
み
じ
）
R
も
み
⑲
え
ん

じ
ゅ
＠
ゃ
な
ぎ
＠
ま
ぎ
＠
き
り
⑬
か
ぎ

⑭
か
や
⑮
な
ぎ
⑯
く
ぬ
ぎ
⑰
こ
う
ぞ
⑱

ひ
い
ら
ぎ
⑲
さ
わ
ら
◎
ず
み
＠
に
わ
う

め
＠
く
ぬ
ぎ
⑬
す
ぎ
⑭
か
わ
や
な
ぎ
⑮

せ
ん
だ
ん
⑯
え
の
ぎ
⑰
ぬ
る
で
⑱
つ
き

（
け
や
き
）
⑲
む
く
げ
c
か
し
わ
＠
ご
ん

，
ず
い
＠
し
き
み
c
さ
ね
ぶ
と
な
つ
め
＠

と
ち
＠
だ
い
だ
い
＠
ひ
さ
ぎ
＠
か
し
⑱
）

は
ぜ
偲
あ
お
ぎ
り
⑳
ひ
さ
ぎ
⑪
あ
す
な

ろ
⑰
も
み
じ
⑬
い
い
ぎ
り
⑭
い
す
の
ぎ

◎
に
わ
う
め
⑯
か
り
ん
＠
ざ
く
ろ
⑱
）
か

し
わ
⑲
も
み
じ
＠
た
ら
の
き
＠
ぼ
け
毯

む
ろ
⑬
ま
ゆ
み
＠
と
ど
ま
っ
雹
ね
ず
こ

R
は
じ
か
み
c
ひ
さ
か
き
毯
び
わ
毯
ま

さ
ぎ
R
も
ち
の
ぎ
R
く
ち
な
し
珍
や
し

＠
あ
ん
ず
＠
な
し
⑯
つ
が
R
く
わ
＠
す

も
も
⑱
な
つ
め
⑲
う
る
し
＠
と
ね
り
こ
。

以
上
直
種
類
で
す
が
、
ど
の
く
ら
い

わ
か
り
ま
し
た
か
？

か
？さ
又て、、

林

改

渡

邊

肱
川
町
の
樹
は
何
で
し
ょ
う

町
の
花
は
何
で
し

ょ
う
か
？

答
え
、
ち
な
み
に
、
愛
媛
県
の
樹
は
、

マ
ツ
・
花
は
ミ
カ
ソ
ノ
ハ
ナ
で
す
。
そ

し
て
、
近
隣
の
市
町
村
は
と
い
い
ま
す

と
、
大
洲
市
（
樹
：
つ
つ
じ
、
花
：
つ

つ
じ
）
•
長
浜
町
（
樹
：
さ
ん
ご
じ
ゅ
、

花
：
サ
ル
ビ
ア
）
・
内
子
町
（
樹
：
か
し
、

花
、
花
：
さ
つ
ぎ
）
•
五
十
崎
町
（
樹
：

さ
ざ
ん
か
、
花
：
さ
ざ
ん
か
）
•
河
辺

村
（
樹

：
も
み
じ
、
花
：
つ
つ

じ
）
以
上

の
よ
う
な
と
こ
ろ
で
す
。
ご
存
じ
の
と

お
り
町
の
樹
は
、
あ
か
ま
つ
、
花
は
、

つ
つ
じ
で
す
。

最
後
に
、
全
問
正
解
さ
れ
ま
し
て
も

賞
品
等
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
御
容
赦
＜

だ
さ
い
。
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⑤
⑪
◎
R
＠
富

き
ゅ
う
り
の
健
全
な
根
群
維
持

き
ゅ
う
り
の
根
は
酸
素
の
要
求
量

が
多
く
、
表
土
の
近
く
で
良
く
発
達

し
ま
す
。
そ
の
根
は
も
ろ
く
、
再
生

力
も
強
く
あ
り
ま
せ
ん
。

根
い
た
み
は
①
尻
太
果
や
死
果
の

発
生
②
ベ
ト
病
や
ウ
ド
ソ
コ
病
の
発

生
③
側
枝
の
生
育
停
止
④
晴
天
日
の

葉
の
し
お
れ
な
ど
と
し
て
現
れ
、
そ

の
症
状
は
相
当
の
長
期
間
に
お
よ
び

ま
す
。
特
に
収
穫
期
間
の
短
い
夏
秋
型
の

栽
培
で
は
根
い
た
み
が
致
命
的
な
打

＂
撃
（
減
収
）
と
も
な
り
ま
す
。

こ
の
作
型
に
お
け
る
根
い
た
み
の

主
要
因
は
梅
雨
期
の
長
雨
と
日
照
不

足
、
お
よ
び
そ
の
後
の
高
温
・
乾
燥

で
す
。
長
雨
に
よ
っ
て
圃
場
が
ぬ
か

る
み
、
あ
る
い
は
滞
水
す
る
と
下
層

の
根
群
は
腐
敗
し
、
そ
の
後
の
高
温
・

乾
燥
は
表
層
の
根
群
を
枯
死
さ
せ
ま

す。
つ
ま
り
こ
の
時
期
の
栽
培
管
理
と

し
て
最
も
重
要
な
こ
と
は
、
梅
雨
期

の
排
水
対
策
で
あ
り
、
梅
雨
明
け
後

に
は
畦
に
厚
く
敷
き
ワ
ラ
等
を
行
っ

て
高
漏
・
乾
燥
か
ら
根
を
保
護
す
る

こ
と
で
す
。

ま
た
根
群
へ
の
影
響
が
大
き
い
と

考
え
ら
れ
る
整
枝
・
摘
葉
・
誘
引
・

追
肥
．
灌
水
な
ど
の
作
業
は
、
少
し

ず
つ
多
回
数
に
実
施
す
る
こ
と
が
基

本
で
す
し
、
そ
れ
ら
の
作
業
に
と
も

な
う
人
為
的
な
断
根
な
ど
も
最
小
限

度
に
止
め
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

（
大
洲
農
業
改
良
普
及
所

皆
川
啓
夫
）

◎

水

管

理

常
時
、
水
田
に
水
を
た
め
て
お
く

と
土
壌
中
の
酸
素
が
不
足
し
、
有
害

な
ガ
ス
が
発
生
し
て
根
ぐ
さ
れ
を
起

こ
し
ま
す
。
ま
た
、
生
育
後
半
に
は

下
葉
が
枯
れ
上
が
り
稔
実
も
悪
く
な

り
ま
す
。
そ
し
て
、
収
量
と
品
質
向

上
を
阻
害
す
る
大
き
な
要
因
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。

そ
の
対
策
と
し
て
、
間
断
か
ん
水

に
よ
る
田
干
し
と
中
干
し
の
徹
底
を

行
っ
て
下
さ
い
。
田
植
え
後
、
苗
の

活
着
ま
で
は
や
や
深
水
に
し
、
活
着

後
は
浅
水
管
理
で
間
断
か
ん
水
（
例
：

三
日
湛
水
•
四

ー
五
日
落
水
）
に
よ

る
田
干
し
を
行
い
ま
す
。
そ
の
後
本

格
的
な
中
干
し
を
行
い
、
田
面
に
割

れ
目
を
作
っ
て
土
壌
中
に
空
気
を
入

れ
、
根
の
活
力
を
高
め
て
下
さ
い
。

町
内
で
は
、
コ

シ
ヒ
カ
リ
等
早
期

米
で
は
、
田
の
中
に
溝
を
切
っ
て
間

断
か
ん
水
に
よ
る
田
干
し
・
中
干
し

を
効
率
的
に
行
っ
て
お
ら
れ
ま
す
。

四
ー
五
条
お
き
に
溝
を
切
っ
て
お
き

ま
す
と
、
水
田
全
体
が
き
れ
い
に
短

時
間
で
水
を
落
と
せ
ま
す
し
、
す
ぐ

に
田
が
乾
き
ま
す
。
ま
た
、
入
水
も

早
く
で
き
ま
す
。
中
生
・
晩
生
の
品

種
で
も
溝
切
り
に
よ
る
水
管
理
を
行

い
ま
し
ょ
う
。

（
大
洲
農
業
改
良
普
及
所

山
田
和
弘
）

〇

ゆ

ず

一
、
ダ
ニ
類

梅
雨
明
け
後
、
ダ
ニ
類
が
多
発
す

る
の
で
徹
底
防
除
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

-
＿
‘
摘
果

隔
年
結
果
の
防
止
と
市
場
性
の
高

い
果
実
を
生
産
す
る
た
め
摘
果
を
行

い
ま
し
ょ
う
。

L
玉
以
上
の
果
実
を

得
る
た
め
に
は
、
七
月
二
十
日
頃
の

横
径
が
二
十
七
ミ
リ
、
八
月
二
十
日

頃
で
四
十
ミ
リ
以
上
の
大
ぎ
さ
が
必

要
で
あ
る
。

0
キ
ウ
イ
フ
ル
ー
ツ

一
、
夏
期
せ
ん
定

枝
の
混
み
合
っ
て
い
る
部
分
は
誘

引
し
な
が
ら
除
枝
し
、
巻
づ
る
の
摘

芯
を
行
い
、
棚
下
が
暗
く
な
ら
な
い

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

〇
柿
（
刀
根
早
生
）

一

、

摘

果

生
理
落
果
の
終
わ
る
七
月
上
中
旬

（
開
花
後
三
十
五
日
ー
四
十
五
日
後
）

よ
り
行
い
ま
し
ょ
う
。

L
玉
以
上
の

果
実
に
す
る
た
め
の
葉
果
比
は
、
十

五
ー
十
八
を
基
準
と
す
る
。

（
大
洲
市
農
業
改
良
普
及
所

守
屋
良
則
）

一
、
イ
チ
ビ
対
策

最
近
飼
料
畑
で
、
大
発
生
し
て
い

る
雑
草
に
イ
チ
ビ
が
あ
り
ま
す
。
こ

れ
は
大
き
く
な
る
と
除
草
効
果
が
劣

る
の
で
、
次
の
方
法
で
防
除
し
て
下

さ
い
。
・
土
壌
処
理
と
し
て
ラ
ッ
ソ
ー
乳
剤

と
ゲ
サ
プ
リ
ム
水
和
剤
の
混
合
散
布

を
行
う
。
次
に
、
イ
チ
ビ
四
葉
期
に

バ
サ
グ
ラ
ソ
剤
(60?120mQ)
で
防
除

す
る
。

二
、
飼
料
の
保
管
と
給
与

湿
度
が
高
く
な
る
と
飼
料
は
変
質

し
や
す
く
な
っ
て
く
る
。
カ
ビ
の
発

生
し
た
濃
厚
飼
料
や
乾
燥
、
サ
イ
レ
ー

ジ
の
二
次
発
酵
し
た
も
の
は
、
下
痢

や
中
毒
の
原
因
に
な
り
や
す
い
の
で

保
管
に
注
意
す
る
。

良
質
の
粗
飼
料
の
給
与
、
冷
水
の

給
水
、
ビ
タ
ミ
ソ
、
ミ
ネ
ラ
ル
（
鉱

塩
）
の
給
与
な
ど
に
努
め
る
。

三
、
飼
料
作
物
の
栽
培

イ
タ
リ
ア
ソ
グ
ラ
ス
の
収
穫
や
、

デ
ソ
ト
コ
ー
ソ
、
ソ
ル
ガ
ム
の
播
種

作
業
を
早
く
終
了
さ
せ
る
。

ま
た
、
水
田
転
作
畑
の
飼
料
栽
培

圃
場
に
は
、
排
水
溝
を
設
け
て
乾
田

化
に
努
め
る
。
排
水
溝
は

3
i
5
m

間
隔
に
深
く
設
け
て
雨
水
の
排
水
対

策
を
し
て
お
く
。

（
大
洲
農
業
改
良
普
及
所

井
尻
弘
）

7
月
2
日
（
火
）
宇
和
川
北
方
面

7
月
3
日
（
水
）
岩
谷
方
面

7
月
4
日
（
木
）
宇
和
川
南
方
面

7
月
9
日
（
火
）
月
野
尾
・
小
藪
方
面

7
月
10
日
（
水
）
中
津
・
予
子
林
方
面

7
月
11
日
（
木
）
大
谷
方
面

7
月
16
日
（
火
）
宇
和
川
北
方
面

7
月
17
日
（
水
）
岩
谷
方
面

7
月
18
日
（
木
）
宇
和
川
南
方
面

7
月
23
日
（
火
）
月
野
尾
・
小
藪
方
面

7
月
24
日
（
水
）
中
津
・
予
子
林
方
面

7
月
25
日
（
木
）
大
谷
方
面

7
月
30
日
（
火
）
宇
和
川
北
方
面

7
月
31
日
（
水
）
岩
谷
方
面

7
月
醤
油
配
達
予
定
表

7
月
L
P
G
集
配
予
定
日

7
月
2
日
（
火
）
大
屋
敷
・
大
平

7
月
5

日
（
金
）
上
石
丸
・
師
走
野
・
下

小
藪
・
中
野

7

月
8

日
（
月
）
藤
野
原
•
町
・
瓜
生
谷

の
一
部

7
月
10
日
（
水
）
八
重
栗
・
上
森
山
・
大

成
・
百
ヶ
市
・
正
山

7
月
12
日
（
金
）
久
保
・
広
常
の
一
部

7

月

1
5日
（
月
）
嵯
峨
谷
・
見
の
越
•
月

野
尾
・
京
造

7
月
18
日（
木
）
広
常
・
影
地

7
月
19
日
（
金
）
中
津
・
小
倉

7
月
20
日
（
土
）
森
・
肱
栄
・
硯
・
久
下
・

樋
野
口
•
上
汗
生

7
月
22
日
（
月
）
白
石
・
上
小
藪
・
中
小
藪

7
月
25
日
（
木
）
中
居
谷
・
嘉
城
・
共
栄
・

道
野
尾
・
赤
岩
・
下
汗
生

7
月
27
日
（
土
）
大
駄
場
・
柳
・
郷
・
瓜

生
谷
7
月
30
日
（
火
）
全
敷
水
・
菟
野
尾

7
月
12
日
（
金
）
月
野
尾
・
小
藪
方
面

7
月
19
日
（
金
）
宇
和
川
方
面
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五
月
十
八
日
、
肱
川

町
基
幹
集
落
セ
ソ
タ
ー

で
大
野
肱
川
町
長
ら
多

数
の
来
賓
を
迎
え
、
川

上
商
工
会
の
第

二
十
九

回
通
常
総
会
が
開
か
れ

こ
。
t
 総
会
は
、
開
会
の
後

久
保
田
会
長
が
あ
い
さ

つ
に
立
ち
、
「
地
域
を

取
り
巻
く
環
境
は
過
疎

化、

高
齢
化
の
進
行、

農
林
業
の
停
滞
等
に
よ

り
依
然
と
し
て
厳
し
い

状
況
に
あ
る
。
そ
う
し

た
中
、
昨
年
は
商
工
会

法
施
行
三
十
周
年
を
記

念
し
て

一
斉
清
掃
奉
仕
、

桜
の
記
念
植
樹
、
愛
の

献
血
・
募
金
運
動
を
実

施
し
た
。
ま
た
、
地
域

中
小
企
業
の
安
定
的
発

展
を
図
る
た
め
諸
施
策

を
行
っ
た
。

今
年
度
も
引
ぎ
続
き
、

平
成
三
年
度
の
主
な
事

業
は
次
の
と
お
り
。

一
、
相
談
・
指
導
の
強
化

二
、
講
習
会
等
の
開
催
及

び
相
談
窓
口
の
設
置

三
、
経
営
及
び
技
術
に
関

す
る
情
報
、
資
料
の
収

積
極
的
な
対
応
で
商
工
業
の
活
性
化
を

図
り
、
地
域
経
済
の
発
展
に
寄
与
し
て

い
き
た
い
。
」
と
述
べ
た
。

会
長
の
あ
い
さ
つ
の
後
、
来
賓
の
方

か
ら
祝
辞
を
い
た
だ
き
、
そ
の
あ
と
福

田
保
氏
を
議
長
に
選
出
し
、
平
成

二
年

度
事
業
報
告
・
収
支
決
算

承
認
・
定
款
の

一
部
改
正
、

平
成
三
年
度
事
業
計
画
案
・

収
支
予
算
案
決
定
等
を
審

議
、
そ
れ
ぞ
れ
原
案
ど
お

り
承
認
決
定
し
た
。

同
時
に
、
役
員
の
辞
任

に
よ
る
補
欠
選
任
を
行
い
、

監
事
に
本
門

一
三
氏
を
選

出
し
、
盛
会
裡
に
総
会
を

終
え
た
。

ll 

地域経済の発展について力強く述べる久保田会長

地
域
経
済
の
発
展
に
寄
与

積
棒
的
対
応
に
よ
る
商
工
業
の
活
性
化
で

;̀
-i-「
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．-

-
i

-

d

-

‘

 

-
「
•
生
｀
一

一裔―

-b

-
_＿
ニ―

―
-
_

集
並
び
に
捉
供

四
、
商
丁
業
に
関
す
る
調
査
研
究

五
、
展
示
会
、
共
進
会
等
の
開
催
及
び

開
催
の
斡
旋

六
、
青
年
部
、
婦
人
部
に
関
す
る
指
導

育
成

七
、
商
業
部
、

t
業
部
、
建
設
部
、
サ
ー

ビ
ス
部
等
の
部
会
及
び
関
係
団
体
に

関
す
る
指
導
育
成

八
、
記
帳
機
械
化
の
推
進

九
、
小
規
模
企
業
共
済
、

倒
産
防
止
共

済
、
商
工
貯
蓄
共
済
制
度
の
普
及
推

進
+
、
小
規
模
事
業
者
の
新
た
な
事
業
機

会
を
創
出
す
る
た
め
の
特
産
開
発
、

観
光
開
発
及
び
販
路
開
拓
事
業

十

一
、
県
、
町
村
、
県
連
と
の
連
携
強

ヒイ

大

洲

食

品

衛

生

協

会

川

上

支

部

通

常

総

会

五
月

二
十
三
日
、
肱
川
町
基
幹
集
落

セ
ソ
タ
ー
で
大
洲
保
健
所
松
田
衛
生
課

長
、
大
洲
食
品
衛
生
協
会
高
田
会
長
他

多
数
の
来
賓
を
迎
え
、
大
洲
食
品
衛
生

協
会
川
上
支
部
の
通
常
総
会
が
開
か
れ

こ
。
t
 総
会
は
、
岩
田
支
部
長
の
挨
拶
の
後

平
成
二
年
度
事
業
報
告
・

収
支
決
算
、

平
成
―
―
一
年
度
事
業
計
画
案
・

収
支
予
算

案
を
審
議
し
承
認
決
定
し
た
。
な
お
本

年
度
の
事
業
計
画
は
、
食
中
毒
予
防
の

食
品
衛
生
普
及
事
業
で

強
化
事
業
の
推
進

社
団
法
人
大
洲
喜
多
法
人
会
川
上
支

部
で
は
、
五
月
十
六
日
料
亭
と
み
な
が

に
お
い
て
第
九
回
の
通
常
総
会
が
開
か

れ
た
。

総
会
は
、

大
洲
税
務
署
金
子
署
長
、

川
上
商
工
会
久
保
田
会
長
他
多
数
の
来

賓
を
迎
え
、
平
成

一
一年
度
事
業
報
告
並

び
に
収
支
決
算
承
認
、
平
成

三
年
度
事

業
計
画
案
並
び
に
収
支
予
算
案
決
定
等

を
審
議
、
そ
れ
ぞ
れ
原
案
ど
お
り
承
認

決
定
し
た
。

本
年
度
の
事
業
計
画
は
、
加
入
率
一

0
0％
を
目
標
に
組
織
及
び
会
員
の
増

強
に
努
め
る
。
税
務
行
政
に
関
し
て
は
、

税
制
改
正
等
の
要
望
を
政
府
機
関
等
に

行
い
、
会
員
の
実
態
を
把
握
し
、
改
善

大

洲

喜

多

法

人

会

川

上

支

部

通

常

総

会

法
人
会
の
組
織
及
び

活
動
を
強
化

に
努
め
る
。
ま
た
、
講
習
会
・
研
修
会

の
閲
催
、
情
報
の
収
集
及
び
伝
達
を

目

的
と
し
た
税
務
会
報
を
配
付
す
る
な
ど

法
人
会
の
組
織
及
び
活
動
の
強
化
を
決

定
し
た。

同
時
に
任
期
満
了
に
伴
う
役
員
の
改

選
を
行
い
、
理
事
六
名
監
事

一
名
が
選

任
さ
れ
、
引
き
続
き
行
わ
れ
た
理
事
会

に
お
い
て
次
の
と
お
り
役
員
が
決
定
し

こ
。
キ
ー支
部
長
山

内

壮

亮

養

老

酒
造
閥

副
支
部
長

冨

永

大

剛

富
永
建
設
咋

理

事―一宮
真
太
郎
向
鹿
野
川
主
婦
の
店

三
瀬

正

三
瀬
建
設
圏

冨

永

建

夫

冨

永

建

設

向

上

岡

茂

ダ

イ

ド
ー
化
成
向

監

事桑
原

房
利

桑

原

電

工

固

推
進
、
食
品
衛
生
指
導
員
に
よ
る
年
末

年
始
食
品
衛
生
指
導
及
び
臨
店
指
導
、

食
品
営
業
賠
償
共
済
の
推
進
、
食
品
衛

生
普
及
事
業
等
食
品
衛
生
面
の
強
化
事

業
を
決
定
し
た
。

続
い
て
任
期
満
了
に
伴
う
役
員
の
改

選
を
行
い
、
支
部
長
に
岩
田
清
茂
氏
が

再
選
さ
れ
盛
会
に
総
会
を
終
了
し
た
。

新
役
員
は
次
の
と
お
り
。

支
部
長

岩

田

清

茂

副

支

部

長

和

気

邦

嗣

大

野

清

正

橋
本
魏
•
水
池
重
徳

三

井

修

・

北
川
照
正

梅
木
正
•
田
中
五
月

富
永
美
千
也
・
中
津
文
雄

臣と
而 理

事 事
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企
業
の
安
定
と
発
展
の
た
め
に

愛
媛
県
経
営
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
グ
ル
ー
プ

県

内

中

小

企

業

の

み

な

指

導

し

ま

す

。

さ

ん

が

経

営

環

境

の

変

化

④

C

_

に
対
応
し
、
安
定
し
た
経
デ
ザ
イ
ナ
ー
が
企
業
の
イ
メ
ー
ジ
・

営

の

維

持

運

営

が

図

ら

れ

ア

ッ

プ

を

図

る

た

め

の

C

I
（コ

ー

る

よ

う

、

民

間

の

専

門

家

ポ

レ

ー

ト

・

ア

イ

デ

ソ

テ

ィ

テ

ィ

）

の

知

識

を

活

用

し

て

、

経

の

導

入

に

つ

い

て

相

談

に

応

じ

、

指

営
上
の
問
題
に
つ
い
て
相
談
・
指
導
に
導
し
ま
す
。

応

ず

る

た

め

に

、

愛

媛

県

が

設

置

し

た

相

談

・

指
導
費
用
は
無
料
で
す
。

グ
ル

ー
プ
で
す
。

中
小
企
業
の
み
な
さ
ん
の
申
し
込
み

に
よ
り
、
コ
ソ
サ
ル
タ
ソ
ト
を
派
遣
し
、

相
談
・
指
導
を
行
い
ま
す
。
お
気
軽
に

ご
活
用
く
だ
さ
い
。

相

談

・

指

導

①

経

営

大
学
人
、
公
認
会
計
士
、
中
小
企
業

”
診
断
士
が
経
営
戦
略
、
財
務
管
理
、

販
売
・
仕
入
管
理
、
生
産
管
理
、
労

務
管
理
、
事
務
管
理
な
ど
の
相
談
に

応
じ
、
指
導
し
ま
す
。

②

店

舗

商
業
施
設
士
が
店
舗
の
外
装
・
内
装
、

レ
イ
ア
ウ
ト
、
商
品
構
成
、
商
品
陳

列
、
照
明
、
色
彩
な
ど
に
つ
い
て
相

談
に
応
じ
、
指
導
し
ま
す
。

③

法

律

弁
護
士
が
債
権
の
回
収
方
法
、
契
約

の
不
履
行
な
ど
、
経
営
上
生
じ
た
法

律
問
題
に
つ
い
て
相
談
に
応
じ
、
指

導
し
ま
す
。

④

特

許

弁
理
士
が
新
し
い
製
品
・
技
術
に
関

す
る
特
許
出
願
及
び
実
用
新
案
登
録

出
願
な
ど
に
つ
い
て
相
談
に
応
じ
、

こ

度制済
制
度
の
あ
ら
ま
し

具

◎
継
続
貯
蓄
で
自
己
資
金
の
充
実

毎
月
の
掛
金
は
一
ロ
ニ

千
円
で

の
そ
の
大
部
分
が
積
立
定
期
と
な
り

会工商ま
す
。
ま
た
、
わ
ず
か
な
掛
金
で

自
己
資
金
が
蓄
積
さ
れ
健
全
経
営

の
道
が
開
か
れ
ま
す
。

◎
低
料
率
な
集
団
保
険
で
万
一
に
備
え

集
団
勤
労
保
険
に

よ
り
最
も
安
い
保

険
料
で
大
ぎ
な
保
障
が
得
ら
れ
、
生
活

の
安
定
に
つ
な
が
り
ま
す
。
ま
た
、
万

一
の
場
合
、

保
険
金
と
そ
れ
ま
で
に
積

み
立

て
た
積
立
金
も

一
緒
に
支
給
さ
れ

ま
す
。

貯
蓄
の
実
績
で
低
利
な
融
資

加
入
者
の
積
立
金
が
集
ま
っ
て
大
き

な
信
用
を
生
み
、
一
定
の
条
件
の

も
と

に
容
易
で
有
利
な
融
資
が
受
け
ら
れ
ま

す
。

●
国
が
認
め
た
安
心
な
制
度

本
制
度
は
国
か
ら
認
め
ら
れ
、
全
国

の
商
工
会
で
行
わ
れ
て
い
る
制
度
で
す

か
ら
安
心
で
す
。

商
工
貯
蓄
共
済

国
臼

3
口
起
会
国
な
フ
ウ
以
fJJ

業事レし
記

帳

か

ら

決

算

ま

で

、

商

，ー
械

ェ

会

に

お

ま

か

せ

下

さ

い

。

商
工
会
の
記
帳
機
械
化
シ
ス

テ
ム
な
ら
正
確
で
す
。

機帳じ◎
毎

月

、

一

カ

月

分

の

伝

票

含

"

を
ま
と
め
て
商
工
会
へ
。

，

一

◎
商
工
会
で
は
、
コ
ソ
ピ
ュ

ー
タ
で

デ
ー
タ
作
成
し
て
連
合
会
へ
送
り

ま
す
。

◎
連
合
会
の
コ
ソ
ピ
ュ

ー
タ
で
帳
票

を
打
ち
出
し
、
商
工
会
か
ら
お
届

け
し
ま
す
。

＊
申
告
も
ス
ム
ー
ズ
に
、
借
入
も
有

l
 

禾コ
ソ
ピ
ュ
ー
タ
に
よ
る
正
確
な
帳

簿
で
す
か
ら
、
青
色
申
告
の
特
典
を

フ
ル
に
活
用
い
た
だ
け
ま
す
。
ま
た

加
入
の
ご
案
内

◎
加
入
で
き
る
人

商
工
会
員
及
び
そ
の
家
族
・
従
業
員

で
、
被
保
険
者
は
六
歳
か
ら
六
十
五
歳

ま
で
の
健
康
な
方
。

◎
共
済
掛
金
及
び
加
入
口
数

掛
金
は

一
口
月

二
千
円
で
、
被
保
険

者

一
人
に
つ
き
最
高
十
口
ま
で
加
入
で

き
ま
す
。

◎
契
約
期
間
、
保
険
契
約
額

期
間
は
十
年
で
、
保
険
契
約
額
は
年

齢
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。

六
？
四
十
六
歳
：
・

一
口
百
万
円

（
最
高
限
度
額
一
千
万
円
）

四
十
七
歳
？
五
十
四
歳
：
・

一
口
五
十
万

円
（
最
高
限
度
額
五
百
万
円
）

融
資
を
受
け
る
際
も
、
資
料
が
正
確

で
す
か
ら
借
入
が
ス
ム
ー
ズ
に
で
ぎ
、

信
用
力
も
ア

ッ
プ

し
ま
す
。

＊
豊
富
な
資
料
を
経
営
診
断
に

毎
月
、
総
勘
定
元
帳
・
合
計
残
高

試
算
表
を
、
そ
し
て
期
末
に
は
決
算

関
係
諸
表
や
経
営
計
数
分
析
表
も
作

成
い
た
し
ま
す
か
ら
、
事
業
の
経
営

内
容
を
的
確
に
つ
か
む
こ
と
が
で
き

ま
す
。

＊
毎
日
の
帳
簿
づ
け
か
ら
開
放

毎
日
毎
日
の
帳
簿
づ
け
、
意
外
と

面
倒
で
時
間
の
か
か
る
も
の
で
す
が
、

商
工
会
の
記
帳
機
械
化
シ
ス
テ
ム
を

ご
利
用
い
た
だ
け
れ
ば
、
帳
簿
整
理

は
簡
単
。
仕
事
に

一
層
力
を
入
れ
て

い
た
だ
け
ま
す
。

五
十
五
歳
？
六
十
五
歳
：
・

-
ロ
ニ
十
五

万
円
（
最
高
限
度
額

二
百
五
十
万
円
）

◎
貯
蓄
積
立
金
及
び
利
息

貯
蓄
積
立
金
は
銀
行
の

一
年
定
期
預

金
扱
い
で
、
複
利
と
な
り
ま
す
。

◎
貯
蓄
積
立
金
の
返
戻

満
了
時
：
．
満
了
時
に
は
十
年
間
の
貯

蓄
積
立
金
元
利
合
計
を
お
返
し
し
ま
す
。

中
途
解
約
時
…
中
途
で
解
約
さ
れ

る

場
合
は
、
そ
れ
ま
で
の
貯
蓄
積
立
金
元

利
合
計
を
お
返
し
し
ま
す
。

◎
加
入
者
配
当
金
の
返
戻

毎
年
決
算
状
況
に
応
じ
、
納
付
保
険

料
の

一
部
が
積
み
立
て
ら
れ
満
了
時
等

に
返
戻
さ
れ
ま
す
。

中
退
金
制
度
（
中
小
企
業
退
職
金
共

済
制
度
）
は
、
退
職
金
制
度
を
も
つ
こ

と
が
困
難
な
中
小
企
業
に
、
国
の
援
助

で
大
企
業
と
同
じ
よ
う
な
退
職
金
を
支

払
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
つ
く
ら
れ
た
国
の
制
度

で
す
。

ー
中
退
金
制
度
の
特
色
ー

0

国
の
制
度
で
す
の
で
安
全
・
確
実
・

有
利
で
す
。

〇
掛
金
を
納
め
る
だ
け
で
企
業
の
実
態

に
あ

っ
た
退
職
金
制
度
を
手
軽
に
も

つ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

0

掛
金
の

一
部
と
制
度
の
運
営
費
は
、

国
が
負
担
し
ま
す
。

0

掛
金
は
税
法
上
損
金
・
必
要
経
費
と

し
て
全
額
非
課
税
と
な
り
ま
す
。

0

福
利
厚
生
施
設
設
置
等
の
た
め
の
融

資
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

ー
掛
金
の
種
類
ー

0

月
額
四
千
円
か
ら

二
万
六
千
円
ま
で

の
十
五
種
類
で
す
。

（
た
だ
し
平
成
三
年
十
一
月
ま
で

は
三
千
円
で
も
加
入
で
き
ま
す
。）

0

短
時
間
労
働
者
（
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー

等
）
は
二
千
円
、
三
千
円
で
も
加
入

で
き
ま
す
。

ー
加
入
の
手
続
き
ー

所
定
の
申
込
書
（
金
融
機
関
に
備
付

け
）
に
申
込
金
（
掛
金
の

一
月
分
）
を
添

え
て
、
お
近
く
の
金
融
機
関
、
商
工
会

等
へ
申
し
込
ん
で
下
さ
い

。

退
職
金
づ
く
り
は

Il

中
退
金
“
で
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『わ
こ
う
』

去
る

三
月

一
日
「
軽
食
・

喫
茶
・
わ
こ
う
」
様
が
改

装
オ
ー
プ
ソ
さ
れ
ま
し
た
。

長
い
間
身
近
な
ス
ナ
ッ
ク
と
し
て
親
し

ま
れ
て
き
ま
し
た
が
、
今
回
の
改
装
を

機
会
に
営
業
内
容
を
変
更
さ
れ
、
酒
類

の
サ
ー
ビ
ス
を
や
め
ら
れ
「
軽
食
・
喫

茶
」
と
さ
れ
ま
し
た
。

店
舗
は
、
白
を
基
調
と
し
た
ク
ロ
ス

仕
上
げ
で
大
変
明
る
く
な
っ
て
い
ま
す
。

木
の
テ
ー
ブ
ル
に
藤
の
椅
子
は
、
壁

に
掛
け
ら
れ
た
町
内
の
写
真
愛
好
家
の

ス
ナ
ッ
プ
と
相
侯
っ
て
落
ち
恙
い
た
雰

囲
気
を
作
り
出
し
て
い
ま
す
。

メ
ニ
ュ
ー
は
、
飲
み
物
と
し
て
「
コ
ー

ヒ
ー
」
「
紅
茶
」
か
ら
「
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
」

”
ま
で
十
五
品
、
軽
食
で
は
「
ト

ー
ス
ト
」

「
カ
レ
ー
」
「
丼
物
」
「
ト
ソ
カ
ッ
定
食
」
等

十
品
と
な
か
な
か
豊
富
で
す
。
な
か
で

も
「
カ
ッ
丼
」
は
お
す
す
め
で
ぎ
る
も
の
、

開
店
以
来
好
評
の
よ
う
で
す
。

当
初
、
お
酒
ず
き
の
方
か
ら
は
残
念

が
る
声
も
あ
り
ま
し
た
が
、
お
店
の
方

針
も
お
客
様
に
浸
透
し
て
き
た
よ
う
で
、

取
材
に
お
じ
ゃ
ま
し
た
と
き
に
も
、
お

客
様
は
女
性
だ
け
で
、
楽
し
く
お
し
ゃ

べ
り
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

現
在
の
と
こ
ろ
固
定
客
の
七
割
が
女

性
と
か
、
店
主
の
和
気
さ
ん
も
「
子
供

さ
ん
か
ら
大
人
ま
で
、
家
族
づ
れ
で
気

軽
に
来
て
い
た
だ
く
お
店
に
し
た
い
」

と
気
分

一
新
、
張
り
切
っ
て
お
ら
れ
ま

し
た
。

「
気
軽
に
入
っ
て
ち
ょ
っ
と
時
間
潰
し
」

こ
ん
な
お
店
、

今
ま
で
無
か
っ
た
よ
う

で
す
ね
。
老
舗
の
看
板
そ
の
ま
ま
に
中

身
は
リ
フ
レ
ッ
シ

ュ「
わ
こ
う
」
様
の
今

後
、
益
々
の
ご
発
展
を
祈
り
ま
す
。

五
月

二
十
八
日
、
愛
媛
県
民
文
化
会

館
で
開
催
さ
れ
た
愛
媛
県
食
品
衛
生
協

会
の
定
時
総
会
で
、
大
洲
食
品
衛
生
協

会
川
上
支
部
の
橋
本
魏
氏
が
愛
媛
県
食

品
衛
生
協
会
の
石
井
会
長
か
ら
感
謝
状

を
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

橋
本
氏
は
、
多
年
に
わ
た
り
食
品
衛

食
品
衛
生
の

普
及
・
向
上
に
尽
力

橋
本
魏
氏
に
感
謝
状

都会的雰囲気に改装された「わこう」

11

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
オ
ー
プ
ン
“

老
舗

和
気
邦
嗣
氏

橋 本 魏 氏

五
月

二
十
八
日
に
愛
媛
県
民
文
化
会

館
で
開
催
さ
れ
た
、
愛
媛
県
食
品
衛
生

協
会
の
定
時
総
会
で
大
洲
食
品
衛
生
協

会
川
上
支
部
の
和
気
邦
嗣
副
支
部
長
が
、

食
品
衛
生
功
労
者
と
し
て
愛
媛
県
の
石

井
会
長
か
ら
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

和
気
氏
は
、
食
品
衛
生
の
重
要
性
を

深
く
認
識
さ
れ
多
年
に
わ
た
り
そ
の

向

上
に
努
力
さ
れ
る
と
と
も
に
協
会
の
発

展
に
尽
力
さ
れ
た
功
績
が
認
め
ら
れ
た

も
の
で
す
。

ま
た
、
有
限
会
社
ニ
ュ
ー
わ
こ
う

（
代
表
取
締
役
・
和
気
邦
嗣
氏
）
も
、
食

品
営
業
施
設
の
整
備
と
取
扱
管
理
に
お

生
指
導
員
と
し
て
食
品
衛
生
の
普
及
向

上
に
努
め
ら
れ
る
と
共
に
重
要
性
を
認

識
さ
れ
、
食
品
衛
生
協
会
の
発
展
に
尽

力
さ
れ
た
功
績
が
認
め
ら
れ
た
も
の
で

す。
今
後
も
食
品
衛
生
指
導
に
ご
活
躍
を

期
待
し
ま
す
。

食
品
衛
生
の
発
展
に
寄
与

県

会

長

表

彰

湾
岸
戦
争
が
終
結
し
て
、

は
や
四
ヶ
月
が
経
と
う
と

し
て
い
る
。
サ
ダ
ム
・
フ

セ
イ
ソ
と
い
う
名
も
記
憶

の
影
に
お
か
れ
は
じ
め
た

頃
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

ブ
ッ
シ
ュ
は
『
正
義
』
と

言
い
、

サ
ダ
ム
・
フ
セ
イ

ン
は
『
大
義
』
と
言
っ
た
。
こ
の
言
葉

の
裏
で
は
、
関
係
諸
国
の
利
害
が
交
錯

す
る
中
で
、
少
し
で
も
自
国
の
ポ
ジ
シ
ョ

ニ
ソ
グ
を
優
位
に
お
き
た
い
と
い
う

『
大
国
の
エ
ゴ
』
が
横
行
し
て
い
た
と

言
っ
て

も
過
言
で
は
な

い。

戦
争
終
結
後
の
今
も
、
こ
の
エ
ゴ
が

―
つ
の
民
族
を
見
殺
し
に
せ
ん
と
し
て

い
る
。
世
界
的
な
盛
り
上
が
り
を
見
せ

て
い
る
『
ク
ル
ド
人
問
題
』
が
そ
れ
で

あ
る
。
彼
ら
の
主
な
居
住
地
は
、

ト
ル

コ
、
イ
ラ
ソ
、
イ
ラ
ク
、
シ
リ
ア
、
ソ

連
等
の
国
々
で
あ
る
。

こ
の
う
ち
イ
ラ
ク
北
部
地
域
で
、
自

由
と
民
主
主
義
、
民
族
独
立
の
た
め
、

春亙秋冬

和 気 邦 嗣 氏

い
て
優
良
施
設
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

今
後
も
食
品
衛
牛
の
普
及
向
卜
に
ご

活
躍
を
祈
り
ま
す
。

店
げ
ら
れ
て
き
た
ク
ル
ド
人
の
反
政
府

ゲ
リ
ラ
が
立
ち
あ
が
っ
た
。
今
回
の
決

起
に
は
多
国
籍
軍
に
参
加
し
た
西
側
、

そ
し
て
ア
ラ
ブ
諸
国
が
バ
ッ
ク
・
ア
ッ

プ
し
て
く
れ
る
と
の
見
込
み
が
あ
る
と

思
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
雑
誌
で
目
に
す

る
ク
ル
ド
人
の
若
者
た
ち
は
挙
っ
て
銃

を
手
に

し、

弾
薬
帯
を
胸
部
に
巻
ぎ
つ

け
戦
車
の
よ
う
に
武
装
し
て
、
口
々
に

「
我

々
は
今
、

全
員
が
ペ
シ
ュ
メ
ル

ガ

だ
」
と
言
う
。
ペ
シ
ュ
メ
ル
ガ
と
は
、

ク
ル
ド
語
で
『
死
を
待
ち
受
け
る
』
こ

と
を
意
味
す
る
よ
う
だ
。
ク
ル
ド
人
は

二
千
年
に
わ
た
っ
て

言
わ
れ
な
ぎ
差
別

と
迫
害
に
戦
い
を
挑
み
、
そ
の
た
び
に

大
国
の
エ
ゴ
の
前
に
敗
れ
つ
づ
け
て
き

た
。
路
上
で
憤
死
し
て
い
く
若
者
を

『
ペ
シ
ュ
メ
ル
ガ
』
へ
と
か
き
立
て

た

も
の
は
、
独
立
国
家
創
設
の
悲
願
だ
っ

た
に
違
い
な
い
。

し
か
し
今
も
尚
、
近
隣
諸
国
は
敵
対

国
内
の
ク
ル
ド
人
を
支
援
し、

自
国
や

友
好
国
の
ク
ル
ド
人
は
弾
圧
あ
る
い
は

知
ら
ぬ
顔
を
し
て
い
る
。
ま
さ
に
世
界

は
、
こ
の
民
族
に
対
し
て
沈
黙
を
続
け

て
い
る
の
で
あ
る
。

『
ク
ル
ド
人
問
題
』
が
世
界
的
盛
り

上
が
り
を
見
せ
た
裏
に
各
国
が
フ
セ
イ

ソ
政
権
打
倒
の
策
謀
を
う
か
が
っ
て
い

る
。
こ
の
意
味
に
お
い
て
、
戦
争
中
に

フ
セ
イ
ソ
が
提
唱

し
た
「
パ
レ
ス
チ
ナ

問
題
と
リ

ソ
ケ

ー
ジ
」
は
パ
ラ
ド
ッ
ク

ス
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

国
と
国
と
の
駆
け
引
き
に
翻
弄
さ
れ

て
い
る
士
地
を
持
た
な
い
民
族
ク
ル
ド

人
こ
そ
真
の
悲
哀
を
痛
切
に
感
じ
て
い

る
民
族
で
は
な
か
ろ
う
か
。
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大
谷

水
車
と
お
ち
ら
し

父
が
亡
く
な
っ
て
か
ら
、
も
う
二
十

六
年
の
歳
月
が
過
ぎ
ま
し
た
。
父
は
大

谷
で
四
十
年
近
く
、
精
米
業
を
や
っ
て

お
り
ま
し
た
。
今
で
こ
そ
電
気
も
動
力

線
が
架
設
さ
れ
て
お
り
、
ス
イ
ッ
チ
一

つ
で
モ
ー
タ
ー
を
回
す
こ
と
が
で
ぎ
ま

す
が
、
昔
は
そ
れ
が
出
来
ず
、
動
力
源

は
専
ら
大
谷
川
の
流
水
を
利
用
し
、
水

車
を
回
し
て
仕
事
を
続
け
て
お
り
ま
し

こ
。t
 

>>>(
つ
く
り
、
直
径
四
メ
ー

ト
ル

近
く
の
水
車
を
回
し
て
お
り

ま
し
た
。

水
車
を
止
め
る
の
は
正
月
―
―一
箇
日
位

で
、
昼
も
夜
も
回
し
続
け
て
、
精
米
・

精
麦
・
精
粉
な
ど
の
加
工
を
し
て
い
た

の
で
す
。
そ
の
当
時
、
特
に
記
憶
に
残
っ

て
い
る
の
は
、
お
ち
ら
し
製
造
で
し
た
。

地
方
に
よ
っ
て
は
、
「
は
っ
た
い
」
「
こ

ん
こ
」
と
も
言
い
ま
す
が
、
現
在
の
よ

う
な
物
が
豊
か
で
手
に
入
り
や
す
い
時

代
と
違
い
、
貴
重
な
お
や
つ
で
、
空
腹

を
満
た
す
食
品
だ
っ
た
の
で
す
。

手
間
を
か
け
、
石
ウ
ス
で
挽
い
た
お

ち
ら
し
は
殊
の
外
お
い
し
く
、
評
判
が

土

井

豊

城

よ
く
て
地
元
大
谷
は
も
ち
論
、
小
藪
．

石
丸
・
蔵
川
・
西
・
貝
吹
・
高
瀬
な
ど
、

随
分
遠
方
の
方
が
多
く
利
用
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
日
曜
日
な
ど
は
、
お
い

こ
に

一
斗
入
り
の
缶
を
載
せ
、
七
人
か

十
人
近
く
も
揃
っ
て
来
ら
れ
る
こ
と
も

度
度
で
し
た
。
品
を
預
か
り
、
出
来
上

が
り
の
期
日
を
決
め
て
い
ま
し
た
が
、

大
体
注
文
を
受
け
て
か
ら
、
二
週
間
位

は
か
か
っ
た
様
に
思
い
ま
す
。燃
料
は
製
材

所
の
廃
材
を
購

入
し
て
い
ま
し

• 
gこ
〉

芦

た

。

大

き

な

平

`
t
L
[
[ぃ

ャ

‘

て

た

川
砂
を
五
合

こ

4
-
程
入
れ
、
直
接

｀

釜

に

唐

黍

が

触

r
D
れ
な
い
よ
う
に

し
て
炒
る
の
で

す
が
、
穀
物
の
乾
き
具
合
や
火
力
の
加

減
で
混
ぜ
方
が
違
っ
て
来
ま
す
。
そ
の

辺
の
要
領
は
永
年
の
経
験
と
勘
で
、
す

ぐ
に
最
良
の
炒
り
具
合
に
し
て
お
り
ま

し
た
。
仕
事
を
始
め
た
ら
休
み
な
く
続

け
る
の
で
、
昼
食
は
家
族
が
焼
い
て
黄

粉
を
つ
け
た
水
餅
を
食
べ
な
が
ら
炒
る

こ
と
が
ほ
と
ん
ど
で
し
た
。

一
斗
の
唐
黍
を
十
五
回
位
に
分
け
て

炒
る
の
で
す
か
ら
時
問
も
か
か
り
ま
し

た。

一
日
に

二
斗
位
を
丁
寧
に
炒
り
、

冷
め
な
い
よ
う
に
保
護
し
て
、
石
ウ
ス

(62
オ）

で
挽
き
ま
す
。
ウ
ス
は
直
径

二
尺
余
り

で
、
御
影
石
で
出
来
て
お
り
、
石
ウ
ス

が

一
回
転
す
る
と

一
？

二
粒
が
入
る
よ

う
に
加
減
を
し
て
、
気
長
に
挽
い
た
も

の
で
す
。
一
度
に
沢
山
入
れ
る
と
粉
が

荒
く
な
り
味
も
粘
り
気
も
悪
く
な
り
、

信
用
を
落
と
す
こ
と
に
な
る
の
で
、
そ

れ
は
そ
れ
は
気
を
配
っ
て
い
ま
し
た
。

ぉ
ち
ら
し
を
挽
き
だ
し
た
ら
ウ
ス
は

回
し
続
け
夜
も
一
、

二
回
は
起
ぎ
て
、

ひ
け
具
合
を
見
て
お
り
ま
し
た
が
、

寒

い
冬
な
ど
そ
の
苦
労
は
大
変
な
も
の
で

あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

水
路
の
手
入
れ
も
大
変
で
し
た
。
カ

二
が
穴
を
あ
け
た
り
、
コ
ソ
ク
リ
ー
ト

の
継
ぎ
目
が
開
い
て
水
淵
れ
が
あ
る
と
、

山
か
ら
赤
土
を
運
び
、
石
灰
と
半
々
に

し
て
水
を
注
ぎ
、
足
で
踏
み
つ
け
な
が

ら
こ
ね
た
も
の
で
す
。
ゴ
ム
の
手
袋
が

な
か
っ
た
時
代
、
こ
の
よ
う
に
し
て
作
っ

た
補
強
材
料
を
一
日
中
使
っ
て
い
る
と
、

手
の
皮
が
石
灰
に
お
か
さ
れ
る
し
、
手

は
荒
れ
る
し
苦
労
し
た
も
の
で
す
。

私
も
日
曜
日
や
休
日
に
は
、
父
の
手

伝
い
を
し
て
、
少
し
で
も
楽
を
し
て
も

ら
っ
た
ら
と
頑
張
っ
た
も
の
で
す
。
精

米
や
精
麦
な
ど
の
仕
事
は
あ
る
程
度
出

来
ま
し
た
が
、
お
ち
ら
し
は
な
か
な
か

難
し
く
、
炒
り
方
、
火
加
減
な
ど
随
分

要
領
を
得
る
の
に
時
間
が
か
か
り
ま
し

こ
。f
 豊
か
な
自
然
の
流
水
を
利
用
し
、
コ

ト
コ
ト
コ
ッ
ト
ソ
、
の
ん
び
り
と
水
車

を
回
し
、
お
客
様
に
利
用
し
て
い
た
だ

い
た
昔
が
懐
か
し
く
、
お
ち
ら
し
挽
き

と
、
父
の
勤
勉
さ
が
強
く
蘇
っ
て
き
ま

し
た
。

コ
と
酒
と
運
動

長
生
ぎ
を
す
る
に
は
タ
バ
コ
と

酒
は
ご
法
度
だ
と
言
い
ま
す
が
、

も
っ
と
良
く
な
い
の
は
孤
独
だ
と

思
い
ま
す
。
孤
独
に
関
し
て
は
今

の
と
こ
ろ
、
友
人
に
恵
ま
れ
て
い

る
の
で
さ
ほ
ど
心
配
し
て
い
な
い

の
で
す
が
、
禁
煙
、
禁
酒
ま
で
と

な
る
と
前
途
多
難
と
言
う
か
、
お

先
真
っ
暗
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

昔
、
分
か
っ
ち
ゃ
い
る
け
ど
や

め
ら
れ
な
い
と
言
う
歌
が
あ
り
ま

し
た
が
、
や
め
よ
う
や
め
よ
う
と

思
い
な
が
ら
、
つ
い
ま
た
飲
ん
だ

り
す
る
と
不
安
に
な
り
後
悔
す
る

の
で
す
。
こ
れ
で
は
身
体
に
良
い

は
ず
は
あ
り
ま
せ
ん
。

体
を
動
か
し
汗
を
流
し
て
、
好

き
な
物
を
絶
た
ず
に
元
気
で
老
後

を
迎
え
ら
れ
な
い
も
の
か
と
、
人

は
欲
張
っ
て
考
え
る
も

の
で
す
。
ど
う
も
私
達

は
、
タ
バ
コ
や
酒
と
の

付
き
合
い
方
が
下
手
な

よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

タ
バ
コ
を
吸
う
時
く
ら

い
は
、
洋
画
に
よ
く
出

て
く
る
よ
う
に
ゆ
っ
た

り
と
吸
え
ば
良
い
の
に
、

イ
ラ
イ
ラ
、
ス
パ
ス
パ

と
周
囲
の
迷
惑
も
考
え

ず
一
本
で
良
い
と
こ
ろ

タ
バ

を
数
本
も
吸
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

酒
に
し
て
も
同
じ
よ
う
な
も
の

で
す
。
憂
さ
晴
ら
し
に
グ
チ
を
言
っ

て
、
酒
を
流
し
込
む
と
い
っ
た
情

景
は
よ
く
見
か
け
ま
す
。
適
量
で

あ
れ
ば
酒
は
百
薬
の
長
と
言
い
ま

す
。
酒
も
タ
バ
コ
も
楽
し
み
な
が

ら
な
お
か
つ
孤
独
に
も
な
ら
ず
楽

し
く
過
ご
し
た
い
も
の
で
す
。
そ

の
た
め
に
は
運
動
も
欠
か
せ
ま
せ

ん。
老
化
現
象
は
足
か
ら
始
ま
る
と

言
わ
れ
ま
す
が
、
時
は
正
に
高
齢

化
社
会
で
す
。
そ
の
中
で
も
八
十

才
以
上
の
年
齢
層
が
増
え
て
い
る

こ
と
は
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
ま
せ

ん
。
そ
れ
は
運
動
に
あ
る
よ
う
で

す
。
少
し
息
が
弾
む
程
度
の
運
動

を
持
続
し
て
、
繰
り
返
す
こ
と
が

身
体
（
つ
ま
り
全
身
の
筋
力
）
に
良

い
と
さ
れ
て
い
る
の
で
す
。
「
分

か
っ
て
い
ま
す
。
」
と
言
わ
れ
る

方
も
多
い
と
思
い
ま
す
が
、
毎
日

続
け
る
の
は
大
変
な
こ
と
な
の
で

す
。
ゆ
っ
く
り
歩
か
ず
、
早
足
で

歩
く
こ
と
を
習
慣
に
努
力
し
て
は

と
う
て
し
｀
〗
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お
四
国
学
級
第
十

組
三
年
目
の
研
修
を
、

五
月
六
日
（
月
）
か
ら
十
日
（
金
）
ま
で
の

”
 四
泊
五
日
の
日
程
で
行
い
ま
し
た
。

今
年
は
、
香
川
県
と
徳
島
県
を
廻
る

コ
ー
ス
と
し
、
六
十
七
番
・
大
興
寺
か
ら

始
ま
り
、
八
十
八
番
・
大
窪
寺
を
経
て

十
番
・
切
幡
寺
ま
で
の

三
十

ニ
ヶ
寺
を

順
拝
し
ま
し
た
。
途
中
で
は
、
四
国
内

の
文
化
財
や
地
理
・
歴
史
、
産
業
な
ど

を
学
習
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
た
め
、

札
所
の
由
来
や
寺
内
の
文
化
財
に
つ
い

て
学
び
な
が
ら
、
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
で
の

旅
で
し
た
。

ま
た
、
そ
の
他
の
名
所
・
旧
跡
を
訪

ね
、
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ソ
も
交
え
な
が

ら
の
楽
し
い
学
級
と
な
り
ま
し
た
。

二
日
目
に
は
、
貯
水
量
日
本

一
の
満

濃
池
へ
、
満
々
と
水
を
た
た
え
る
広
さ

四 (16)

攣翌座墨笙懃纂臆絹認蒻攣攣賛
彎餞蚤籍巽面矛攣彎攣彎攣攣賛

む送函しぃなが呂

に
驚
ぎ
、
瀬
戸
大
橋
の
大
き
さ
に
感
激

し
ま
し
た
。

お
四
国
学
級
は
、
霊
場
を
め
ぐ
り
な

が
ら
、
お
互
い
の
き
ず
な
を
深
め
、
高

齢
者
活
動
の
リ
ー
ダ
ー
づ
く
り
を
め
ざ

し
て
い
ま
す
が
、
大
い
に
成
果
が
上
が

っ

て
い
ま
す
。

第

三
年
目
で
は
、
残
念
な
が
ら
都
合

に
よ
っ
て
参
加
で
き
な
か
っ
た
学
級
生

が
あ
り
ま
し
た
。
来
年
は
い
よ
い
よ
最

終
の
年
度
に
入
り
ま
す
。
み
な
さ
ん
そ

ろ
っ
て
元
気
で
参
加
を
し
て
ほ
し
い
も

の
で
す
。

み
な
さ
ん
健
康
に
は
十
分
お
気
を
つ

け
く
だ
さ
い
。
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五
月

二
十
六
日
（
日
）
肱
川
中
学
校
運

動
場
で
、
第
十

二
回
町
内
ク
ロ
ッ
ケ
ー

大
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

天
気
予
報

で
は
、
当
日
は
雨
と
予
報

さ
れ
心
配
し
て
い
ま
し
た
が
、
ち
ょ
う

ど
良
い
天
気
と
な
り
ま
し
た
。

三
十
七
チ
ー
ム
の
参
加
が
あ
り
、
約

七
十
人
の
選
手
が
集
ま
り
ま
し
た
。
競

技
は
、
七
十
歳
以
上
、
六
十
歳
以
上
七

十
歳
未
満
、
年
齢
制
限
な
し
の

――一
部
門

に
分
か
れ
て
い
ま
す
。
午
前
九
時
よ
り

開
会
式
を
行
い
、
予
選
リ
ー
グ
、
決
勝

ト
ー
ナ

メ
ン

ト
で
競
い
ま
し
た
。

ま
た
、
こ
の
大
会
は
、
十
月

二
日

（
水
）
に
行
わ
れ
る
愛
媛
県
ス
ポ
ー
ツ
レ

ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ソ
祭
国
八
幡
浜
地
方
大

会
の
予
選
も
含
ま
れ
て
い
ま
す
の
で
、
選

手
の
皆
さ
ん
も
張
り
切
っ
て
プ
レ
イ
を

し
て
い
ま
し
た
。

—
試
合
結
果
ー`

 ？ 和予藤中浜大歳
田子本央田谷以
冨 林チ A A 上
子 C ョチ登チの
．チミ l. l部
ネ芦
田
l ．ム丘
ム
- ／、ム

田へ沖上頭へ
政林荒原定兵
幸 ハ次チ雄頭
------ lレ郎ェ-'数
工-子馬
．．．  

＝ ‘ ●
六
十
歳
以
上
七
十
歳
未
満
の
部

一
位

大

谷

E
チ
ー
ム
（
兵
頭
茂
秋
・

沖
田
チ
ホ
コ
・
兵
頭
コ
サ
ト
）

中
央

B
チ
ー
ム
（
兵
頭
芳

一
、

沖
美
重
子

・
片
山
梅
子
）

大
谷

D
チ
ー

ム
（
兵
頭
笹
子
・

浜
田
マ
サ
コ
・
源
田
ワ
カ
エ
）

●
年
齢
制
限
な
し
の
部

一
位

大

谷

F
チ
ー
ム
（
前
田
武
・

岩
田
松
三

・
竹
本
小
平
）

大
谷

G
チ
ー
ム
（
香
渡
カ
ネ
子
・

冨
永
タ
ネ
子
・
三
浦
ス
ミ
ェ
）

何
と
言
っ

て
も
最
近
の
お
え

一[

ら

い

方

の

あ

い

さ

つ

や

文

書
に

[

は

‘

閉

口

す

る

。
自
分
で
言

っ

"

て

る

こ

と

、

書

い

て

い

る

こ

と

"

が

果

た

し

て

分

か

っ

て

い

る

の

＂
だ
ろ
う
か
と
思
う
こ
と
が
あ
る
。

~
文
章
を
読
む
時
、
私
な
ど
使
っ

~
た
こ
と
も
な
い
難
し
い
漠
語
や
聞
き

~
慣
れ
な
い
カ
タ
カ
ナ
言
葉
が
、
や
た

~
ら
に
使
っ
て
有
り
、
「
漠
和
大
辞
典
」
、

i

「
広
辞
林
」
、
「
カ
タ
カ
ナ
語
辞
典
」
を

~
積
ん
で
読
ま
な
け
れ
ば
、
ど
う
に
も

＂
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

．
 

~
話
に
至
っ
て
は
、
分
か
っ
た
風
を

~
し
て
聞
き
、
最
後
に
拍
手
を
し
て
あ

~
げ
る
し
か
な
い
の
で
あ
る
。
「
ど
う

~
い
う
意
味
で
し
ょ
う
か
？
」
な
ん
て
、

~
自
分
の
不
勉
強
振
り
を
人
前
で
披
露

~
す
る
よ
り
、
み
ん
な
と
同
じ
様
に
分

~
か
っ
た
振
り
を
し
て
い
る
ほ
う
が
、

＂
自
分
も
い
い
し
、
相
手
を
傷
つ
け
る

~
こ
と
も
な
い
の
で
あ
る
。
あ
る
有
名

~
な
哲
学
者
の
言
っ
た
こ
と
と
、
散
髪

~
屋
の
お
や
じ
さ
ん
の
言
っ
た
こ
と
が
、

~
全
く
同
じ
内
容
で
あ
っ
た
と
い
う
話

．
 

~
を
聞
い
た
こ
と
が
あ
る
が
、
世
の
中

~
と
は
そ
ん
な
も
の
。
誰
に
で
も
分
か

．
 

~
る
よ
う
に
と
苦
労
す
る
人
も
あ
れ
ば
、

~
そ
の
反
対
に
難
し
い言葉
さ
が
し
に

~
苦
心
す
る
人
も
あ
る
。

~
公
民
館
は
、
散
髪
屋
の
お
や
じ
さ

．
 

＂
ん
の
よ
う
に
、
誰
に
も
分
か
る
言
葉

．
 

~
で
優
し
く
語
り
か
け
て
い
き
た
い
。

．
 

k
 



(1?) ~。©。湧 因鯛

地場産センターで、佐川町職員から説明をうける

佐

川

の

町

に

ふ

さ

わ

し
い
産

業

環

境

の

整

備

を

す

す

め

、

各

産

業

の

付

加

価

値

を

高
め
る
た

め

の

研

究

・

開

発

を

通

し

て

町

の

活

性

化

を

図

る
た
め
に
、
佐
川
地
場
産

セ
ソ
タ
ー
が
誕
生
し
た
。

後

刻

現

地

に

案

内

し

て

い
た
だ
く
。
こ
の
町
は

特
産
品
も
多
く
、
地
酒
・

竹

芸

品

・

木

工

品

・

陶

器
・
瓦
・
化
石
加
工
品
・

◎
佐
川
地
場
産
セ
ン
タ
ー

の
誕
生

分

え深土町知車 国るり
た尾佐は県窓自道°の新
‘和藩歴佐か然 三 道計緑
由泉主史川ら的三路画香

ロ
緒守山と町眺条万工にる
あ重内文にめ件線 事 し五
る良 ー 教到なをでのた月
土の豊の着が利 一 都が十
地城公ふすら用路合い 一
で下のるる‘し高で研 El
‘町筆里 ゜目 て知 松修‘
高と頭とこ的 の ヘ

サ向
山にか

知し家しこ地余
か 経出ね県て老て佐・ 畑 由発て

の栄‘‘ 川 高を
う、。 すよ

1分館だより

中
西
部
に
位
置
し
、
高
知
市
か
ら

二
十

七
キ
ロ
メ
ー

ト
ル
で
、

国
道

三
三
号
線

と
土
讃
本
線
の
沿
線
に
あ
っ
て
、
文
教

の
佐
川
ル
ネ
ッ

サ
ソ
ス

運
動
が
展
開
さ

れ
て
お
り
、

こ
の
運
動
の
合
言
葉
は
、

「
古
き
に
学
び
新
し
き
を
創
造
し
て
い

く
。
」
で
、
い
ろ
い
ろ
な
施
設
が
整
え

ら
れ
て
い
る
。

役
場
庁
舎
の

二
階
で
、
助
役
さ
ん
も

同
席
さ
れ
て
、
担
当
者
の
方
々
か
ら
、

佐
川
町
が
ど
の

よ
う
に
取
り
組
ん
で
い

る
か
の
説
明
を
受
け
る
。

高
知
県
佐
川
町
へ

茶
・
梨
・
文
旦
・

し
ょ
う
が
・
ハ
ウ
ス

栽
培
の
園
芸
野
菜
等
、

か
な
り
の
種
類

が
あ
っ
た
。

こ
の
セ

ソ
タ

ー
に
は

一
階
に
農
産
加

工
の
施
設
が
設
け
ら
れ
、
年
間
を
通
し

て
多
種
多
様
の
加
工
品
が
研
究
さ
れ
て

お
り
、
ほ
と
ん
ど
が
婦
人
の
方
々
の

エ

夫
で
特
産
品
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
お

ら
れ
た
。

二
階
は
特
産
品
の
展
示
及
び

農
産
物
・
加
工
品
の
即
売
場
と
な

っ
て

ヽ
こ

。

し

t国
外
農
業
視
察
研
修
に
参
加
し
た
町

長
さ
ん
が
、
ド
イ

ツ
の
村
で
見
か
け
た
、

花
を
植
え
た
美
し
い
村
造
り
の
推
進
に

感
銘
し
、
昭
和
六
十
三
年
か
ら
全
町
的

に
花
い
っ
ば
い
運
動
を
展
開
し
た
。

具
体
的
に
は
、
花
の
種
類
、
プ
ラ
ソ

タ
ー
の
形
状
調
査
を
す
る
。
そ
の
結
果
、

花
は

パ
ソ
ジ

ー
と
葉
牡
丹
に
決
定
。
希

望
者
に
無
料
配
布
と
な
る
。
そ
れ
以
後

は
、
こ
れ
が
呼
び
水
と
な

っ
て、

各
家

庭
・
老
人
会
・
ボ
ラ
ソ
テ
ィ
ア
グ
ル

ー

プ
が
中
心
と
な
り
、
花
を
植
え
る
活
動

が
芽
生
え
、
家
庭
や
街
路
に
四
季
の
花

が
咲
き
乱
れ
、
美
し
い
町
に
変
容
し
、

花
を
育
て
る
こ
と
に

よ
り
、

美
し
い
自

然
を
守
る
こ
と
、
い
つ
く
し
み
の
心
、

情
操
豊
か
な
心
が
育
っ
て
く
れ
た
ら
の

願
い
を
こ
め
て
次
年
度
以
降
も
継
承
さ

れ
た
様
子
で
あ
っ
た
が
、
町
当
局
の
思

わ
く
通
り
に
は
進
ん
で
い
な
い
よ
う
に

見
受
け
ら
れ
た
。
役
場
の
玄
関
周
辺
や

地
場
産
セ
ン
タ

ー
あ
た

り
に

そ
れ
ら

し
い
も
の
が
見
ら
れ
な
か

っ
た
の
が
残

◎
花
い
っ
ぱ
い
運
動
の
紹
介

念
で
あ
っ

た
。

帰
り
は
須
崎
、
梼
原
を
経
て
六
時
過

ぎ
に
城
川
町
宝
泉
坊
に
寄
る
。
沿
道
に

は
花
木
が
咲
き
、
建
物
の
入
り
口
に
設

け
ら
れ
た
プ
ラ
ソ
タ
ー
に
は
季
節
の
花

が
咲
き
乱
れ
て
お
り
、
疲
れ
を
い
や
し

て
く
れ
た
。
一

同
、
こ
っ
ち
の
方
が
立

派
で
す
ね
と
：
・・:
0

僅
か
ば
か
り
の
研
修
で
は
あ
っ
た
が
、

五
月
二
十
六
日
（
日
）
、
町
民
運
動
場

で
は
少
年
ソ
フ

ト
ボ
ー

ル
大
会
を
開
催

し
ま
し
た
。

こ
の
大
会
は
、
小
学
校
――
―
年
生
か
ら

六
年
生
ま
で
の
児
童
が
競
技
を
し
ま
す
。

女
子
児
童
も
、

一
チ
ー
ム
に

三
名
以
上

出
場
す
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
今
年

も
八
チ
ー
ム
の
参
加
が
あ
り
、
選
手
た

ち
は
か
っ
こ
い
い
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
を
着

て
、
頑
張
り
ま
し
た
。

少年ソフトボール大会

ッ耳凹Bが

私
た
ち
が
今
後
大
谷
地
区
の
活
性
化
や

発
展
の

た
め
に
ど
う
取
り
組
ん
で
行
く

か
、
い
ろ
い

ろ
と
示
唆
を
得
る
こ
と
が

出
来
感
謝
し
て
い
る
。

最
後
に
な
っ
た
が
、

肱
川
町
風
お
こ

し
対
策
室
の
格
別
の
ご
協
力
に
感
謝
し

ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
大
谷
分
館
主
事

上
田
武
徳
）

結
果
は
、
正
山

B
チ
ー
ム
が
決
勝
戦

で
大
谷

A
チ
ー
ム
を
破
り
、
見
事
優
勝

し
ま
し
た
。

近
年
、
児
童
数
の
減
少
に
よ
り
チ
ー

ム
編
成
も
だ
ん
だ
ん
難
し
く
な
っ
て
き

て
い
ま
す
。
そ
れ
で
も
、
当
日
の
児
童

た
ち
は
、
地
域
の
人
た
ち
ゃ
学
校
の
先

生
の
指
導
や
応
援
の
も
と
、
カ

一
杯
の

プ

レ
ー
を
見
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

優勝正山Bチームのメンバー
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人
は
だ
れ
し
も
幸
せ
を
願
わ
ぬ
も
の

は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、

幸
せ
に
対

す
る
考
え
方
や
感
じ
方
は
、
千
差
万
別

で
す
し
、
時
代
に
よ
っ
て
も
大
い
に
異

な
り
ま
す
。
そ
こ
で
今
回
は
、
日
本
人

”
の
幸
福
感
を
、
時
代
を
さ
か
上
っ
て
分

析
し
、
そ
れ
が
現
代
の
生
活
に
ど
の
よ

う
に
尾
を
引
い
て
い
る
か
考
え
、
私
た

ち
の
心
の
中
の
ひ
そ
む
差
別
意
識
を
、

も
う

一
度
、
問

い
た
だ
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

N
H
K
の
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
太
平
記
は

豪
華
な
顔
ぶ
れ
で
、
明
日
の
命
も
知
れ

ぬ
戦
い
の
明
け
暮
れ
と
武
士
の
死
生
観

を
よ
く
あ
ら
わ
し
て
い
ま
す
。
乱
世
に

し
か
出
て
来
な
い
魅
力
的
な
人
物
た
ち

が
、
激
し
い
時
代
の
変
化
の
中
で
、
名

を
求
め
て
い
さ
ぎ
よ
い
生
き
方
を
し
て

い
ま
す
。
ま
さ
に
、
ば
さ
ら
と
下
剋
上
、

武
士
と
公
家
の
物
語
で
す
。
歴
史
を
支

え
た
民
衆
の
生
活
に
は
、
あ
ま
り
ふ
れ

分柑応の風が吹く

社会教育指導員 米岡

3
r
.
 

晋

ら
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、
史
実
に
よ

る
と

地
力

の
村
々
で
は
、
年
貞
を
減
ら
す
訴

え
や
悪
徳
代
官
を
辞
め
さ
せ
る
要
求
が

あ
ち
こ
ち
で
起
こ
っ
て
い
ま
し
た
。
ま

た
、
悪
党
・
野
伏
・
溢
者

一
揆
な
ど
の

集
団
活
動
も
見
ら
れ
ま
す
。

戦
乱
・
大
火
に
加
え
て
地
震
や
噴
火

天
候
不
順
に
よ
る
不
作
、
そ
し
て
飢
饉

が
た
び
重
な
り
ま
し
た
か
ら
、
庶
民
は

財
産
を
蓄
え
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
で

し
た
。
ま
た
、
財
宝
を
蓄
え
た
り
す
る

と
、
武
土
や
盗
賊
に
ね
ら
わ
れ
や
す
い

状
態
で
し
た
。

で
す
か
ら
、
鴨
長
明
や

吉
田
兼
好
が
書
き
記
し
て
い
る
よ
う
に

「
財
宝
が
あ
れ
ば
、
盗
ま
れ
や
し
ま
い

か
と
心
配
ば
か
り
し
て
い
な
け
れ
ば
な

ら
ず
、
害
を
受
け
面
倒
が
起
こ
る
。
」

と
考
え
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
つ
ま
り
、

「
金
を
た
め
て
暮
ら
し
向
き
が
よ
く
な
っ

た
り
す
る
の
は
、
災
い
の
も
と
に
な
る
。
」

「
満
ち
足
り
た
生
活
は
、
不
幸
に
つ
な

が
る
。
」
と
い
う
幸
福
恐
怖
感
を
持
っ

て
い
ま
し
た
。
こ
の
幸
福
惑
は
、
後
に

封
建
社
会
の
土
台
を
築
く
た
め
武
力
で

押
さ
え
つ
け
る

一
方
、
庶
民
が
き
び
し

い
暮
ら
し
ぶ
り
に
慣
れ
る
よ
う
な
政
治

に
利
用
さ
れ
ま
し
た
。
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i

注

ば

さ

ら

（

婆

娑

羅

）

-

~
．
ぜ
い
た
く
で
派
手
好
み
、
過
激
一

~
な
自
己
顕
示
を
す
る
。
見
栄
っ

i

~
張
り
で
無
遠
慮
、
横
紙
破
り
の

i

i

狼
藉
者
。

~
・
古
い
伝
統
や
秩
序
か
ら
開
放
を
~

~
求
め
る
心
で
あ
り
、
個
性
の
主

i

-
張
で
も
あ
る
。

9

9

9

9

9

9

9

9
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「
L
見
て
暮
ら
す
な

、
ド
見
て
雑

ら

せ
。
」
徳
川
家
康
は
白
分
の
処
刊
訓
を
、

庶
民
に
教
え
諭
す
基
本
に
し
ま
し
た
。

そ
れ
は
、
幕
府
や
将
軍
に
絶
対
服
従
さ

せ
、
徳
川
時
代
を
強
く
長
く
続
か
せ
る

の
に
、
都
合
が
よ
か

っ
た
か
ら
で
す
。

そ
し
て
、
士
農
工
商
、
そ
の
下
の
身
分

と
い
う
制
度
を
作
っ
て
、
そ
れ
を
い
っ

そ
う
徹
底
さ
せ
た
の
で
す
。

自
分
の
暮
ら
し
が
ぎ
び
し
い
も

の
で

あ
っ
て
も
、
自
分
よ
り
も

っ
と
辛
い
生

活
に
苦
し
む
人
た
ち
が
い
る
と
知
っ
て

心
を
慰
め
る
よ
う
し
む
け
た
の
で
す
。

不
幸
の
原
因
が
、
政
治
や
暮
ら
し
の
中

の
し
く
み
に
あ
る
こ
と
を
ご
ま
か
す
た

め
で
し
た
。

町
人
に
は
、
身
分
不
相
応
に
豊
か
な

生
活
を
さ
せ
な
い
よ
う
な
ぎ
ま
り
を
押

し
つ
け
ま
し
た
。
ま
た
、
自
分
と
同
じ

よ
う
な
境
遇
の
人
が
お
お
ぜ
い
い
る
と

安
心
さ
せ
、
自
分
よ
り
下
の
生
活
に
苦

し
む
人
た
ち
と
比
較
し
て
自
分
は
ま
だ

幸
福
な
方
だ
と
思
わ
せ
て
、
不
平
不
満

を
そ
ら
せ
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。
そ
し

て
、
身
分
に
応
じ
た
暮
ら
し
方
を
す
る

の
が
最
も
幸
せ
だ
と
思
い
込
ま
せ
て
い

き
ま
し
た
。

こ
の
後
ろ
向
き
の
幸
福
感
を
成
り
立

た
せ
る
た
め
に
は
、
ど
う
し
て
も
、
ぎ

び
し
い
形
で
も
っ
と
不
幸
の
ど
ん
底
に

落
と
さ
れ
る
人
た
ち
が
必
要
に
な
っ
て

き
ま
す
。
そ
れ
が
身
分
制
度
の
最
底
辺

に
「
低
い
身
分
の
人
」
を
作
っ
た
理
由
で

す
。
貧
し
く
不
幸
な
庶
民
に
、
上
を
見

ず
下
を
見
て
自
分
た
ち
の
不
幸
を
ま
ぎ

ら
わ
せ
る
政
策
で
し
た
。

こ
の
よ
う
な
し
く
み
の
中
で
、
ゆ
が

め
ら
れ
た
ヤ
，
伽
惑
は
、

911
分
と

1
じ
境

遇
の
者
が
少
し
で
も
ヤ
福
に
な

っ
て

い

く
と
、
自
分
の
不
幸
が
目
立
っ
て
く
る

の
で
、
そ
れ
を
ね
た
ん
で
自
分
と
同
じ

レ
ベ
ル
に
引
き
下
げ
よ
う
と
足
を
ひ
っ

ば
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

人
間
と
言
う
も
の
は
、
い
つ
で
も
、

自
分
が
た
れ
か

よ
り
も
勝

っ
た
部
分
が

あ
る
、
と
考
え
た
が
る
弱
さ
を
持
っ
て

い
ま
す
。
そ
し
て
そ
れ
は
、

社
会
的
に

経
済
的
に
劣
っ
て
い
る
状
態
の
と
き
、

い
っ
そ
う
ひ
ど
く
な
る
傾
向
に
あ
り
ま

五
月
二
十
二
日
（
水
）
に
は
、

大
谷
小
学
校
講
堂
で
「
大
谷
父
母

の
教
室
」
が
開
講
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
お
父
さ
ん
、
お
母
さ

ん
が
家
庭
生
活
や
家
庭
教
育
に
関

す
る
学
習
の
機
会
に
接
し
、
温
か

い
家
庭
づ
く
り
の
た
め
の
意
識
啓

発
を
す
す
め
、
子
供
の
健
全
育
成

を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、
大
谷
幼

小
P
T
A
が
取
り
組
ん
で
い
る
も

の
で
す
。

開
講
に
あ
た
り
、

P
T
A
会
長
、

校
長
先
生
、
公
民
館
長
の
あ
い
さ

つ
や
お
話
し
を
受
け
た
後
、
今
年

一
年
の
学
習
計
画
が
研
修
部
長
さ

ん
か
ら
発
表
が
あ
り
ま
し
た
。
映

像
を
利
用
し
た
学
習
や
講
話
を
聞

く
こ
と
な
ど
、
会
員
み
ん
な
で
、

学
習
に
取
り
組
む
こ
と
が
確
認
さ

れ
ま
し
た
。

地域ぐるみで子供の健全育成を．I開講式風景

f
供
の
健
全
育
成
を
め
ざ
し
て

大
谷
父
母
の
教
室
開
講

す
。
現
代
に
牛
き
る
私
た
ち
の
心
の
中

に
も
、
こ
の
ね
た
み
意
識
が
ひ
そ
ん
で

い
る
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。
他
人
の
不

幸
を
見
て
自
分
の
不
幸
感
を
ま
ぎ
ら
わ

せ
、
い
か
に
も
自
分
が
幸
福
で
あ
る
か

の
よ
う
に
錯
覚
し
て
し
ま
う
の
で
す
。

こ
の
、
長
い
間
に
身
に
つ
け
さ
せ
ら

れ
た
日
本
人
の
幸
福
追
及
の
姿
、
ゆ
が

め
ら
れ
た
生
活
感
覚
や
生
活
態
度
が
、

部
落
差
別
を
湿
存
さ
せ
る
も
と
に
な
っ

て
い
る
こ
と
を
見
逃
す
わ
け
に
は
い
き

ま
せ
ん
。
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苗の仮植作業、公民館下で

五
月
二
十

一
日
よ
り
五
回
に
わ
た
っ

て
の
花
の
苗
の
仮
植
、
会
員
の
皆
さ
ん

に
は
、
お
忙
し
い
時
間
を
さ
い
て
の
奉

仕
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

お
陰
で
目
標
の

二
万
本
の
仮
植
を
達

成
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
現
在
、

公
民
館
の
屋
上
で
成
長
し
て
お
り
ま
す
。

こ
の
広
報
が
お
手
元
に
届
く
頃
に
は
、

皆
さ
ん
の
プ
ラ
ソ
タ
ー
や
花
壇
に
、
移

植
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
こ
と
に
な
る

と
思
い
ま
す
。

※
い
い
苗
が
た
て
ら
れ
ず
、
植
え
に
来

て
い
た
だ
い
た
皆
さ
ん
に
は
、
大
変
難

儀
を
か
け
ま
し
た
。
次
は
、
植
え
や
す

”
 い
良
い
苗
を
た
て
る
よ
う
努
力
し
ま
す
。

※
育
て
た
苗
の
種
類
と
本
数

＊

サ

ル

ビ

ア

約

一
五、

0
0
0
本

＊
ア
ゲ
ラ
タ
ム
・
・
一
、

0
0
0
本

＊
マ
リ
ー
ゴ
ー
ル
ド
・
・
・
・
・・六

0
0
本

＊
松
葉
牡
丹
：
・
・
:
・
:
-
、
六

0
0
本

＊
日
日
草
・
・・・・・

・・・・
・・
・・・・・・五

0
0
本

＊
ペ
チ
ュ
ニ
ア
・
・
・
・
・
・
・
・
四

0
0
本

＊
ひ
ま
わ
り
：
・
：

・:

1
0
0
本

石
楠
花
俳
句

0

青
葉
風
大
放
屁
し
て
憚
ら
ず

亀

田

美

登

0

性
懲
り
も
な
く
夏
が
来
る
畑
仕
事

坂

根

修

0

下
り
て
来
し
山
振
り
返
る
ホ
ト
ト
ギ

ス

大
野
紗
夜
子

0

う
ま
そ
う
な
若
葉
に
風
の
た
ち
易
し

桑

原

淑

子

0

い
き
い
き
と
甘
藍
太
る
山
羊
の
声

岩

城

節

子

0

泣
い
た
り
は
し
ま
せ
ん
び
し
っ
と
薔

薇
を
剪
る

清
水
美
和
子

0

鳥
語
聞
き
五
月
の
風
の
中
に
居
る

山
内
さ
か
え

〇
構
え
た
る
あ
め
ん
ぼ
う
に
落
つ
雨
雫

佐
藤
美
江
子

花
を
長
持
ち
さ
せ
る
秘
訣

花
が
ら
を
こ
ま
め
に
摘
む
こ
と

『
肱
川
ア
ウ
ト
ロ
ー
ズ
』
こ
れ
は

野
球
好
き
な
若
者
だ
け
で
つ
く
っ
て

い
る
野
球
チ
ー
ム
で
す
。

原
稿
依
頼
を
受
け
、
何
を
書
こ
う

か
い
ろ
い
ろ
考
え
た
の
で
す
が
、
こ

れ
か
ら
肱
川
ア
ウ
ト
ロ
ー
ズ
を
少
し

で
も
メ
ジ
ャ
ー
に
し
て
い
く
た
め
に
、

せ
っ
か
く
の
機
会
で
す
の
で
紹
介
を

さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

メ
ソ
バ
ー
構
成
は
、
現
在
十
五
人

で
ほ
と
ん
ど
が
肱
川
で
五
十
崎
と
大

川
の
人
が
一
人
ず
つ
い
ま
す
。
平
均

年
齢

二
十
六
オ
、
と
に
か
く
チ
ー
ム

ワ
ー
ク
を
モ
ッ
ト
ー
に
日
夜
練
習
に

励
ん
で
い
ま
す
。
チ
ー
ム
の
結
成
は

今
か
ら
四
年
前
に
な
り
ま
す
が
、
正

山
の
坂
君
が
「
日
産
グ
リ
ー
ソ
カ
ッ

プ
に
出
る
ん
じ
ゃ
が
野
球
せ
ん
か
。
」

こ
れ
が
は
じ
ま
り
で
す
。
当
時
は
チ
ー

ム
名
も
な
け
り
ゃ
ユ
ニ
ホ

ー
ム
も
な

い
。
人
数
さ
え
九
人
そ
ろ
わ
な
く

一

年
だ
ら
だ
ら
と
終
わ
り
ま
し
た
。
こ

れ
で
は
い
け
な
い
と
い
う
こ
と
で
、

い
ろ
ん
な
勧
誘
作
戦
を
展
開
し
な
ん

と
か
試
合
が
出
来
る
だ
け
の
人
数
は

確
保
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
が

二
年
目

で
す
。
し
か
し
即
席
の
チ
ー
ム
は
崩

圏 圏
郡P連会長表彰

P了△油均国

おめでとうございます

〈220〉

肱川
アウトローズ
下嵯峨谷

西山常数

五
月
十

一
日
、
五
十
崎
町
々
民
会
館

で
開
催
さ
れ
た
喜
多
郡

P
T
A
連
合
会

総
会
に
お
い
て
、
元
正
山
幼
小

P
T
A

会
長
の
安
川
哲
生
さ
ん
が
、

P
T
A
功

労
者
と
し
て
表
彰
を
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

安
川
さ
ん
は
、
町
・
郡
の
連
合
会
の

会
長
も
歴
任
さ
れ
、

P
T
A
活
動
の
推

進
に
多
大
の
貢
献
を
さ
れ
ま
し
た
。

壊
す
る
の
も
は
や
か
っ
た
。
一
人
や
め

二
人
や
め
、
人
の
気
持
ち
を
ひ
ぎ
つ
け

る
の
は
本
当
に
む
ず
か
し
い
と
思
い
ま

し
た
。
三
年
目
は
ろ
く
な
活
動
も
せ
ず

チ
ー
ム
の
危
機
で
し
た
。
そ
し
て
昨
年

「
せ
っ
か
く
や
り
だ
し
た
ん
じ
ゃ
け
ん
、

と
こ
と
ん
や
ろ
う
。
」
と

一
人
た
ち
上

が
り

二
人
立
ち
上
が
り
そ
し
て
現
在
肱

川
ア
ウ

ト
ロ
ー

ズ
と
い
う
チ
ー
ム
名
も

決
ま
り
、
ユ
ニ
ホ
ー
ム
も
揃
え
大
洲
の

リ
ー
グ
に
も
加
盟
し
ま
し
た
。
し
か
し

野
球
経
験
者
も
少
な
く
お
せ
じ
に
も
強

※
次
皿
は
、
肱
栄
の
菅
野
良
千
さ
ん

に
お
卯
い
し
ま
す
。

い
チ
ー
ム
と
は
言
え
ま
せ
ん
。
で
も

チ
ー
ム
ワ
ー
ク
だ
け
は
ど
の
チ

ー
ム

に
も
負
け
な
い
と
思

い
ま
す
。
今
は

確
か
に
弱
い
で
す
。
大
洲
で
も
勝
て

る
と
は
思
い
ま
せ
ん
。
あ
の
サ
ッ
カ
ー

の
名
門
長
崎
国
見
の
小
峯
監
督
は
、

強
い
チ

ー
ム
と
対
戦
す
る

こ
と
に
よ

り
自
分
の
チ
ー
ム
を
強
く
し
た
と
い
っ

て
お
ら
れ
ま
し
た
。
う
ち
も
国
見
じ
ゃ

な
い
け
れ
ど

よ
そ
の
チ

ー
ム
と
試
合

を
重
ね
な
が
ら

一
戦

一
戦
力
を
つ
け

今
は
肱
川
の
野
球
チ

ー
ム
と
言
え
ば

パ
イ
レ

ー
ツ
だ
け
ど
ゆ
く
ゆ
く
は
肱

川
と
言
え
ば
ア
ウ

ト
ロ
ー
ズ
と
な
る

よ
う
チ
ー
ム
一
丸
と
な
り
頑
張
り
た

い
。
そ
う
な
る
日
は
そ
う
遠
く
は
な

い
と
思
う
の
は
僕
だ
け
で

し
ょ
う
か
。

ま
ぁ
、
と
も
あ
れ
、
チ

ー
ム
の
メ

ン
バ

ー
は
若
く
可
能
性
を
秘
め
て
い

ま
す
。
こ
う
し
て
野
球
を
通
じ
親
睦

を
深
め
、
野
球
以
外
で
も
意
見
し
合

い
、
同
時
に
肱
川
の
未
来
に
つ
い
て

考
え
ら
れ
だ
せ
ば
最
高
だ
と
僕
は
思

い
ま
す
。

., 

：安川哲生さん i
L ___________________________ J 

長
年
の
ご
活
躍
ご
苦
労
さ
ま
で
し
た
。
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事 予 定 表

1 ．肱川町防災の日 中旬 ・消防団分団長会

7 
1 ~ 3 •連合小学校(5 年生）少年自然の家研 22 ・定例部落長会

修 25 ・光明寺お施餓鬼
4・8・ 11・15 ・成人病検診・結核レソトゲ‘ノ検診 28 ・陽春院お施餓鬼
5 ・行政相談 28 ・環境美化デー
5 ・22 ・心配ごと相談 29 ・税金等出張受入れ
10 ・農業委員会 下旬 ・消防団夏季訓練

月
12~13 •町内合同幼稚園（年長組）お泊り会 // •町内小学校水泳大会
13・14 ．漕艇、四国大学総合体育大会 II •特別町民「風のパッケージ」発送

7 /16~ 7 /25 夏の交通安全運動 7 /21~8/31 小中学校夏休み

7月の日曜・祝日当直医 救 急 病 院

日 当直医

土居医院
（五十崎町）

清水医院
（大、洲市志保町）

松浦医院

（五十崎町）

祖母井医院

（大洲I市中村 ）

藤本医院

（五十崎町）

沢井耳鼻科医院

（大・洲市 中 村）

植木医院

（五十崎町）

沢井小児科医院

（大 洲I市中村 ）

電 話 曜 日 電 話

44-5521 

24-2017 

4 4 - -2 7 7 6 

24-3756 

44-2561 

24-2510 

44-2215 

24-7530 

※変更になる場合がありますので前もって連絡してから
お出かけ下さい。

病院名

大洲市立病院
（大、洲市大、洲）

加 戸病院
（大、洲市若宮）

大、洲中央病院

（大訓市東大沙I‘|）

24-2151 

24-5101 

24-4551 

▽

日

時

7
月
5
日
（
金
）

午
後

1
時

30
分
ー
4
時

30
分

▽
場

所

肱

川

町

公
民
館

▽
相

談

員

福

田

保

委

員

※
自
宅
相
談
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

6
三
四
ー
ニ
五

0
八

◎行政相談

7 7 相
月 月
22 5 至砧火
日 日

‘月-＇ 金 日

坂後 万襦 担

藤 願田 当

保 寺 相

申、Cヽ 睦 至ロ火火

子忠 iエ保 員

▽

場

所

▽

時

間

午後1時30分
ー4時30分

肱川町公民館

7 7 7 7 
日月 月 月 月

15 11 8 4 
日 日 日 日

‘月’ 
木

‘月-' 
木 程

／」ヽ 月 中 羽 正 嘉 山 汀
場

藪 野 居 座 山 城 槌 生

集
尾 谷 谷

公 集 集 集
集 集 集

会 今云 会 今二Zヱ 民 会 会 会
所所 所 所— 所 直官 所 所 戸斤

午 午 午 午 午 午 ？午 午
時

？後 ｝前 ？後 ？前 ？後さ ？前 2後さ ］前
2 1 1110 2 1 1110 2 1 1110 時 1 1110 
時時 時時 時時 時時 時時 時時 30時 時時

間分

国■:璽函璽◎相談ごと案内

7 7 
日月 月

10 2 
日 日

7}( 
火̀’ 程

館i 腐
岩
場

谷

公
民
所鮮官

午 時
午前

後;10
2 時

間時 ？ 

◎
健
康
つ
く
り
料
理
教
室

◎結核レントゲン・成人病
検診

7 7 
日月 月

31 5 
日 日

フK 金 程

大 森 白
場

谷 集 石

公 集

民 会 会

直官 所 戸斤 所

1 1 午酎I ？こ ？霊 時
時 10 2 1 1110 
30時 時時 時時
分 ？ 3030 3030 間分分 分分

◎
健
康
相
談

瓜
生
谷

協

生

金
一
さ
ん

(89
歳）

宇
都
宮
フ
ジ
コ
さ
ん

(64
歳）

岡
田

7
月
9
日
（火）

午
前

9
時
ま
で

▽
場

所

保

健

セ

ソ
タ
ー

※
印
鑑
を
ご
持
参
下
さ
い
。

*

＊

＊

＊

*

＊

 

＊
 

＊
お
誕
生
お
め
で
と
う
＊

ご

ざ

い

ま

す

＊

＊
 
＊
 
＊

＊

＊

＊

＊

＊

 

影

地

徳

丸

寿

晴

さ

ん

長

男

勝

也
ち

ゃ
ん

藤

野

原

石

田

保

幸

さ

ん

長

女

李

奈

ち

ゃ

ん

道

野

尾

園

南

寺

ひ

ろ
し
さ

ん

長

男

俊

幸

ち

ゃ

ん

上

森

山

石

河

健

次

さ

ん

二
男

宏

樹

ち

ゃ
ん

協

生

兵

頭

英

雄

さ

ん

三
男

裕

樹

ち

ゃ

ん

＊

＊

＊

＊

＊

＊

 

＊
 
＊
 

＊
ご
め
い
ふ
く
を

＊
 
＊

ぉ

祈

り

い

た

し

ま

す

＊

*

＊

*

＊

*

*

 

▽
日

時

◎
7
月
の
不
燃
物
収
集

▽
収
集
日

7
月
15
日
（
月
）

（出
す
の
は

7
月
14
日
中
に）

▽
収
集
地
区

小
畑
井
・

萩
野
尾
・
汗
生
・

小
藪
・

大
和
・
肱
栄
・
中
野
（
篠
谷
を
除
く
）
．

大
谷
・
鹿
野
川

◎
不
用
犬
回
収
日
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